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五
冠
山
瑞
雲
寺
和
尚
、
仰
山
寂
禅
師
に
嗣
ぐ
、
師
、
諱
は
順
之
、
俗
姓
は
朴
氏
、

江
の
人
な
り
。

　
祖
考
並
び
に
家
業
雄
豪
に
し
て
、
出
で
て
邊
将
と
為
る
。
忠
勤
の
誉
れ
、
遺
慶
、
郷
に
在
り
。
母
昭
氏
柔
軟
母
儀
、
閭
里
に
芬
芳
た
り
。
懐
娠
の
日
、
頻

り
に
吉
祥
を
夢
む
。
免
腹
の
時
、
即
ち
異
瑞
多
し
。
昔
賢
此
く
の
如
し
、
今
又
た
焉
を
徴
す
。

こ
と

　
竹
馬
の
期
に
及
ん
で
漸
く
牛
車
の
量
有
り
。
凡
よ
嬉
戯
を
為
す
に
、
必
ず
常
に
殊
な
る
こ
と
を
表
す
。
已
に
十
歳
に
至
り
て
、
精
勤
に
し
て
学
を
好
む
。
詞

あ
ら

う
つ

を
属
し
志
を
詠
ず
れ
ば
即
ち
雲
を
凌
ぐ
こ
と
を
見
わ
し
、
義
を
剖
き
玄
を
談
ず
れ
ば
鏡
に
照
す
に
同
じ
き
が
如
く
す
。

つ
ね

　
既
に
弱
冠
に
登
り
て
、
道
牙
早
に
就
火

し
、
喧
華
の
地
に
處
る
こ
と
を

い
、
長
に
静
黙
の
中
に
遊
べ
り
。
遂
に
乃
ち
懇
ろ
に
二
親
に
告
げ
、
将
に
緇
侶
に

随
わ
ん
と
せ
り
。
志
奪
う
可
か
ら
ず
。
所
天
容
許
す
。

　
便
ち
五
冠
山
に
投
じ
て
剃
髪
し
、
仍
り
て
俗
離
山
に
適
き
て
具
足
戒
を
受
け
た
り
。
行
は
結
草
に
同
じ
く
、
心
は
護
鵝
に
比
す
。
公
岳
に
遊
ぶ
に
因
り
て
、

忽
ち
神
人
邀
請
す
る
に
遇
い
た
り
。
宮
闕
を
化
成
せ
る
に
兜
率
天
の
若
し
。
法
を
説
き
て
縁
に
應
ず
る
に

焉
と
し
て
殄
滅
せ
り
。
若
し
徳
至
り
行
圓
か
な

る
に
非
ざ
れ
ば
、
孰
れ
か
能
く
此
く
の
如
き
を
感
ず
る
こ
と
を
致
さ
ん
。

ほ
っ

　
大
中
十
二
年
に

ん
で
私
か
に
誓
願
を
発
し
、
上
國
に
遊
ば
ん
と
擬
す
。
入
朝
使
に
随
っ
て
雲

を
渉
る
に
利
あ
り
。
一
隻
の
船
に
乗
り
て
萬
重
の
浪
を

過
ぐ
る
に

つ
て
懼
る
る
念
無
く
、
不
動
に
し
て
安
禅
す
。

　
逕
ち
に
仰
山
慧
寂
和
尚
の
處
に
到
り
、
虔
誠
も
て
礼
足
し
、
弟
子
と
為
ら
ん
こ
と
を
願
え
り
。
和
尚
寛

と
し
て
笑
っ
て
曰
く
、
来
た
る
こ
と
何
ぞ
遅
き

や
。
縁
何
ぞ
晩
か
り
し
や
。
既
に
志
す
所
有
り
。
汝
の
住
留
す
る
に
任
す
、
と
。
禅
師
、
左
右
を
離
れ
ず
し
て
、
玄
宗
を
諮
禀
す
る
も
の
、
顔
回
の
夫
子
の

か
し
こ

下
に
於
け
る
が
若
く
、
迦
葉
の
釈
尊
の
前
に
於
け
る
が
如
く
せ
り
。
彼
中
の
禅
侶
、
皆
な
増
す
歎
伏
せ
り
。

　
乾
符
の
初
、
松
岳
群
の
女
檀
越
元
昌
王
后
及
び
子
の
威
武
大
王
、
五
冠
山
龍
厳
寺
を
施
す
。
便
ち
往
き
て
焉
に
居
す
。
今
、
瑞
雲
寺
と
改
め
た
り
。

・
昔
賢
如
此
　
原
文
は
昔
賢
知
此
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・
牛
車
之
量
　
牛
車
は
大
乗
を
意
味
す
る
。
法
華
経
譬
喩
品
に
見
え
る
。

・
所
天
　
父
親
。

・
鵝
　
中
国
で
は
白
鳥
を
言
う
。

・
利
渉
　
易
需
「
需
有
孚
、
光
享
、
貞
吉
、
利
渉
大
川
」

　
師
、
時
有
っ
て
相
を
表
し
て
法
を
現
じ
、
徒
に
證
理
の
遅
疾
を
示
せ
り
。
此
の
中
四
對
八
相
あ
り
。

　
○
　
此
の
相
な
る
者
は
所
依
涅
槃
の
相
な
り
。
亦
た
理
佛
性
相
と
名
づ
く
。
群
生
と
衆
聖
と
皆
な
此
の
相
に
依
る
。
相
は
異
な
ら
ず
と
雖
も
迷
悟
同
じ
か

ら
ず
。
故
に
凡
夫
有
り
、
聖
有
り
。
謂
ら
く
、
此
の
相
を
識
る
者
を
名
づ
け
て
聖
人
と
為
し
、
此
の
相
に
迷
う
者
を
名
づ
け
て
凡
流
と
為
す
。
是
の
故
に
龍

樹
、
南
印
度
に
在
り
て
則
ち
説
法
を
為
せ
し
と
き
、
諸
の
大
衆
に
對
し
て
異
相
を
現
じ
、
身
は
月
輪
の
坐
上
に
當
る
が
如
く
し
て
、
唯
だ
法
を
説
く
を
聞
く

の
み
に
し
て
其
の
形
を
見
ざ
り
き
。

　
彼
の
衆
中
に
一
長
者
有
り
。
名
づ
け
て
提
婆
と
曰
う
。
諸
の
衆
に
謂
い
て
曰
く
、
此
の
瑞
を
識
る
や
、
と
。
衆
曰
く
、
其
の
長
聖
に
非
ざ
れ
ば
誰
か
能
く

ひ
と

辯
ぜ
ん
、
と
。

の
時
提
婆
、
心
根
宿
に
静
に
し
て
亦
た
び
相
を
見
る
や
黙
然
と
し
て
契
會
せ
り
。
乃
ち
衆
に
告
げ
て
曰
く
、
今
の
此
の
瑞
な
る
者
は
師
、
佛

性
を
現
ず
る
な
り
。
師
の
身
に
非
ざ
る
者
は
無
相
三
昧
な
れ
ば
な
り
。
形
、
満
月
の
如
く
な
る
は
佛
性
の
義
な
り
、
と
。
語
猶
お
未
だ
訖
ら
ざ
る
に
、
師
、
本

身
を
現
ぜ
り
。
座
上
に
偈
あ
り
て
曰
く
、
身
は
圓
月
の
相
を
現
じ
て
、
以
て
諸
佛
の
躰
を
表
す
。
法
を
説
く
に
其
の
形
無
く
、
辯
を
用
う
る
も
聲
色
に
非
ず
、

と
。

も

お

　
若
し
人
有
り
て
、
此
の
月
輪
相
を
将
ち
来
た
り
問
わ
ば
、
相
の
中
心
に
牛
の
字
を
著
き
て
對
す
。

・
群
生
衆
生
皆
依
此
相
　
原
文
に
は
群
の
字
の
上
に
与
の
字
が
あ
る
。

　
○牛　
　
此
の
相
な
る
者
は
、
牛
の
忍
草
を
食
う
相
な
り
。
亦
た
見
性
成
佛
相
と
名
づ
く
。
何
を
以
て
の
故
ぞ
。
経
に
云
く
、
雪
山
に
草
有
り
、
名
づ
け
て
忍
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辱
と
為
す
。
牛
若
し
食
ら
わ
ば
則
ち
醍
醐
を
出
だ
す
、
と
。
又
云
く
、
衆
生
若
し
能
く
聴
受
し
て
大
涅
槃
を
諮
啓
せ
ば
則
ち
佛
性
を
見
る
、
と
、
故
に
當
に

知
る
べ
し
。
草
は
妙
法
に
喩
え
、
牛
は
頓
機
に
喩
え
、
醍
醐
は
佛
に
喩
う
。
是
く
の
如
け
れ
ば
則
ち
牛
若
し
草
を
食
ら
わ
ば
則
ち
醍
醐
を
出
だ
し
、
人
若
し

法
を
解
せ
ば
則
ち
正
覚
を
成
ず
。
故
に
云
う
、
牛
の
忍
草
を
食
う
の
相
、
亦
た
見
性
成
佛
の
相
と
名
づ
く
、
と
。

・
経
云
　
涅
槃
経
二
十
七
。

　
○
犇
　
此
の
相
な
る
者
は
三
乗
の
空
を
求
む
る
の
相
な
り
。
何
を
以
て
の
故
ぞ
。
三
乗
の
人
真
空
を
説
く
を
聞
き
て
、
心
の
趣
向
す
る
有
る
も
未
だ
真
空

に
證
入
せ
ず
。
故
に
圓
相
下
に
三
牛
を
畫
く
。
若
し
此
の
相
を
将
ち
来
た
り
問
わ
ば
、
漸
次
見
性
成
佛
の
相
を
以
て
之
に
對
す
。

　
○牛　
　
此
の
相
な
る
者
は
露
地
白
牛
の
相
な
り
。
謂
く
、
露
地
な
る
者
は
佛
地
な
り
。
亦
た
第
一
義
空
と
名
づ
く
。
白
牛
な
る
者
は
法
身
を
諮
る
の
妙
義
な

り
。
是
の
故
に
一
牛
の
圓
に
入
る
の
相
を
表
す
。

お

　
問
う
、
何
故
に
月
輪
相
下
に
三
獸
を
著
く
や
。
又
た
月
輪
相
の
中
心
に
牛
の
字
を
著
き
て
之
に
對
す
る
や
。

　
答
う
、
月
輪
相
下
の
三
獸
は
是
れ
三
乗
を
表
す
。
月
輪
相
の
中
心
の
一
牛
は
是
れ
一
乗
を
表
す
。
是
の
故
に
權
乗
を
挙
げ
来
た
っ
て
實
入
證
を
現
じ
て
之

に
對
す
る
な
り
。

　
問
う
、
向
前
已
に
、
月
輪
相
の
中
心
に
牛
を
著
く
。
是
れ
牛
の
忍
草
を
食
う
相
な
り
と
説
け
り
。
何
が
故
に
又
た
月
輪
相
の
中
心
に
牛
を
著
く
者
を
露
地

の
白
牛
相
な
り
と
言
う
や
。
両
處
皆
な
是
れ
同
相
同
牛
な
る
に
何
が
故
に
文
を
説
く
こ
と
同
じ
か
ら
ざ
る
や
。

　
答
う
、
文
を
説
く
こ
と
別
な
り
と
雖
も
、
相
及
び
牛
は
則
ち
異
な
ら
ず
。

も

　
問
う
、
若
也
し
異
な
ら
ざ
れ
ば
何
が
故
に
両
處
に
各
お
の
同
相
同
牛
を
現
ず
る
や
。

　
答
う
、
相
及
び
牛
は
則
ち
異
な
ら
ず
と
雖
も
、
見
性
の
遅
疾
同
じ
か
ら
ず
。
故
に
両
處
に
各
お
の
同
相
同
牛
を
現
ぜ
り
。
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問
う
、
若
し
見
性
の
遅
疾
各
お
の
別
な
る
こ
と
を
論
ず
れ
ば
、
忍
草
を
食
う
牛
と
露
地
の
白
牛
と
、
誰
か
遅
く
誰
か
疾
き
。

　
答
う
、
忍
草
を
食
う
牛
は
則
ち
花
厳
會
中
頓
見
實
性
の
牛
を
明
か
す
、
故
に
疾
し
。
露
地
の
白
牛
は
則
ち
法
華
會
中
會
三
歸
一
の
牛
を
明
か
す
、
故
に
遅

い
え
ど

し
。
故
に
文
を
説
く
こ
と
同
じ
か
ら
ず
と
雖
則
も
、
理
を
證
す
る
こ
と
は
異
な
ら
ず
、
故
に
同
相
同
牛
を
挙
げ
て
理
智
の
異
な
ら
ざ
る
こ
と
を
明
か
す
。
来

處
全
く
同
じ
と
言
わ
ざ
る
な
り
。

・
故
遅
　
原
文
は
故
是
、
今
改
む
。

・
来
處
　
牛
の
来
處
。

　
牛
○
　
此
の
相
な
る
者
は
、
果
に
契
い
て
因
を
修
す
る
の
相
な
り
。
何
を
以
て
の
故
ぞ
。
初
発
心
住
、
正
覚
を
成
ず
と
雖
も
而
を
衆
行
を
碍
げ
ず
。
慧
は

佛
地
に
等
し
き
も
行
は
位
を
過
ぎ
ざ
れ
ば
な
り
。
故
に
此
の
相
を
表
す
。
古
人
云
く
、
如
来
所
行
の
跡
を
履
践
す
、
と
。
則
ち
此
の
相
な
り
。

　
若
し
人
有
っ
て
此
の
相
を
将
ち
来
た
り
て
問
わ
ば
又
た
月
輪
相
を
作
り
て
中
心
に
卍
字
を
著
き
て
之
に
對
す
。

　
・
古
人
　
続
高
僧
伝
十
六
法
懍
章
「
此
経
諸
仏
所
行
之
跡
、
貧
道
履
而
行
之
」。

　
○卍　
　
此
の
相
な
る
者
は
、
因
圓
か
に
し
て
果
満
つ
る
の
相
な
り
。

　
問
う
、
何
が
故
に
月
輪
相
の
上
頭
に
牛
の
字
を
著
き
来
た
ら
ば
、
月
輪
相
の
中
心
に
卍
字
を
著
き
て
之
に
對
す
る
や
。

　
答
う
、
月
輪
相
の
上
頭
に
牛
を
著
く
者
は
果
に
契
い
て
因
を
修
す
る
の
相
な
り
。
月
輪
相
の
中
心
に
卍
字
を
著
く
者
は
、
因
圓
か
に
し
て
果
満
つ
る
の
相

な
り
。
因
を
挙
し
来
た
る
に
果
を
現
じ
て
之
に
對
え
た
る
な
り
。

　
○
牛
　
此
の
相
な
る
者
は
、
空
を
求
め
て
精
行
す
る
の
相
な
り
。
門
前
の
草
庵
、
菩
薩
空
を
求
む
る
を
謂
う
、
故
に
経
に
云
く
、
三
僧
祇
、
菩
薩
行
を
修

し
て
、
忍
び
難
き
を
能
く
忍
び
、
行
じ
難
き
を
能
く
行
じ
、
求
心
歇
ま
ず
、
と
。
故
に
此
の
相
を
表
す
な
り
。
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若
し
人
有
っ
て
此
の
相
を
将
ち
来
た
り
て
問
わ
ば
、
月
輪
相
の
中
心
に
王
の
字
を
著
き
て
之
に
對
す
。

　
○王　
　
此
の
相
な
る
者
は
、
漸
く
実
際
を
證
す
る
の
相
な
り
。
何
を
以
て
の
故
ぞ
。
若
し
菩
薩
有
っ
て
、
劫
を
経
て
修
行
し
、
四
魔
の
賊
を
壊
し
て
始
め
て

無
漏
の
眞
智
を
得
て
佛
地
に
證
入
し
、更
に
餘
習
の
阻
む
所
無
き
こ
と
、聖
王
の
群
賊
を
降
伏
し
て
國
界
安
寧
に
し
て
更
に

賊
の
阻
む
所
無
き
に
似
た
り
。

故
に
此
の
相
を
表
す
。

・
餘
習
所
阻
　
原
文
は
所
恒
。

・

賊
所
阻
　
原
文
は
所

。

　
此
の
下
の
両
對
四
相
は
虚
を
遣
り
て
實
を
指
す
。

　
牛
○人　
　
此
の
相
な
る
者
は
想
解
も
て
教
を
遣
る
の
相
な
り
。
謂
く
、
若
し
人
有
っ
て
佛
所
説
の
一
乗
の
普
法
に
依
り
て
善
く
能
く
討
尋
し
、
善
く
能
く
解

脱
し
て
實
に
錯
謬
せ
ず
。
而
も
自
己
の
理
智
を
了
せ
ざ
れ
ば
全
く
他
人
の
所
説
に
依
る
。
故
に
此
の
相
を
表
す
な
り
。

も

　
若
し
人
有
っ
て
此
の
相
を
将
ち
来
た
り
て
問
わ
ば
、
則
ち
上
頭
の
牛
字
を

っ
て
之
に
對
す
。

　
○人　
　
此
の
相
な
る
者
は
、
識
本
還
源
の
相
な
り
。
経
に
云
く
、
神
を
廻
ら
し
て
空
窟
に
住
せ
し
め
、
調
伏
し
難
き
を
降
伏
し
、
魔
の
所
縛
を
解
脱
し
て
超

然
と
し
て
露
地
に
坐
し
、
識
陰
般
涅
槃
す
、
と
は
即
ち
此
の
相
な
り
。

・
経
云
　
金
剛
三
昧
経
第
四
。

　
問
う
、
何
が
故
に
上
頭
の
牛
の
字
を

っ
て
、
圓
相
の
中
心
の
人
の
字
を

わ
ざ
る
や
。

　
答
う
、
圓
相
の
中
心
の
人
の
字
な
る
者
は
、
理
智
を
表
す
。
上
頭
の
牛
の
字
な
る
者
は
人
の
相
解
を
喩
う
。
若
し
人
有
っ
て
、
教
に
依
り
て
三
蔵
の
教
典

を
分
析
す
と
雖
も
、
而
も
未
だ
自
己
の
理
智
を
顕
ら
か
に
せ
ざ
れ
ば
、

く
是
れ
想
解
な
り
。
想
解
生
ぜ
ざ
れ
ば
則
ち
理
智
現
前
す
。
故
に
上
頭
の
牛
の
字
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を

っ
て
、
圓
相
の
中
心
の
人
の
字
を

わ
ざ
る
な
り
。
是
の
故
に
経
に
云
く
、
但
だ
其
の
病
を
除
き
て
而
も
法
を
除
か
ず
、
と
。

　
問
う
、
何
が
故
に
凡
人
の
教
に
依
り
て
法
を
学
ぶ
こ
と
を
許
さ
ざ
る
や
。

　
答
う
、
若
し
是
れ
智
者
、
教
に
依
ら
ば
、
何
ぞ
識
心
を
用
い
ん
。
凡
人
は
教
に
依
る
こ
と
益
無
し
。

　
問
う
、
諸
佛
所
説
の
三
蔵
経
典
に
用
う
る
所
有
り
や
。

　
答
う
、
是
れ
教
に
依
り
て
悟
入
す
る
こ
と
を
許
さ
ざ
る
な
ら
ず
。
教
に
依
る
想
解
は
祇
だ
是
れ
虚
妄
の
み
。
是
の
故
に
佛
、
阿
難
に
告
ぐ
ら
く
、
十
方
如

い
え
ど

来
の
十
二
部
経
の
清
浄
の
妙
理
、
恒
河
沙
の
如
き
を
憶
持
す
る
と
雖
復
も
、
只
だ
戯
論
を
益
す
の
み
、
と
。
當
に
知
る
べ
し
、
教
に
依
る
想
解
は
無
益
な
り

と
。

　
問
う
、
何
が
故
に
教
に
、
佛
の
教
を
聞
く
者
は
盡
く
聖
果
を
成
ず
と
云
う
や
、
又
た
一
亳
の
善
、
跡
を
発
し
て
佛
に
駐
す
、
と
云
う
や
。

　
答
う
、
上
根
の
人
に
約
す
れ
ば
、
教
に
依
り
て
便
ち
悟
り
、
直
に
理
智
を
現
じ
て
決
定
し
て
明
了
な
り
。
若
し
下
根
に
約
す
れ
ば
、
教
に
依
る
も
悟
ら
ず
、

想
解
す
る
こ
と
益
無
し
。（
し
か
れ
ど
も
）此
の
下
根
の
人
、
教
に
依
り
て
種
に
勲
じ
、
後
世
を
待
つ
者
は
誰
か
益
無
し
と
言
わ
ん
。
佛
の
教
を
聞
く
者
は
盡

く
聖
果
を
成
じ
、
一
亳
の
善
跡
を
発
し
て
佛
に
駐
す
。
何
に
況
ん
や
廣
く
経
論
を
学
ぶ
及
び
講
説
す
る
者
を
や
。

・
但
除
其
病
云
々
　
維
摩
経
五
。

・
雖
復
憶
持
云
々
　
楞
厳
経
四
。

　
○人　
牛
　
此
の
相
な
る
者
は
、
頭
に
迷
い
て
影
を
認
む
る
の
相
な
り
。
何
を
以
て
の
故
ぞ
。
若
し
人
有
っ
て
自
己
佛
及
び
浄
土
を
了
せ
ざ
れ
ば
、
他
方
の
佛

の
浄
土
を
信
知
し
、
一
心
に
専
ら
浄
土
に
往
生
せ
ん
こ
と
を
求
め
、
見
佛
聞
法
の
故
に
善
行
を
勤
修
し
、
佛
の
名
号
及
び
浄
土
の
名
相
を
念
ず
。
故
に
此
の

相
を
表
す
な
り
。
志
公
笑
っ
て
云
く
、
即
心
即
佛
な
る
こ
と
を
解
せ
ざ
れ
ば
、
眞
に
驢
を
騎
り
て
驢
を
覓
る
に
似
た
り
、
と
。

も

　
若
し
人
有
っ
て
此
の
相
を
將
ち
来
た
り
て
問
わ
ば
則
ち
圓
相
下
の
牛
の
字
を

っ
て
之
に
對
す
。

・
不
解
即
心
即
佛
　
大
乗
讃
の
四（
伝
灯
録
二
十
九
）
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○人　
　
此
の
相
な
る
者
は
影
に
背
き
て
頭
を
認
む
る
相
な
り
。

　
問
う
、
何
が
故
に
下
頭
の
牛
の
字
を

っ
て
、
圓
相
の
中
心
の
人
の
字
を

わ
ざ
る
や
。

　
答
う
、
衆
生
未
だ
眞
智
を
發
せ
ず
、
未
だ
眞
空
に
達
せ
ず
。
故
に
専
ら
他
方
の
浄
土
及
び
佛
を
求
め
、
浄
土
に
往
生
し
、
見
佛
聞
法
せ
ん
と
す
。
衆
生
若

し
廻
光
し
て
智
を
發
し
、
眞
空
に
達
得
せ
ば
、
自
己
佛
及
び
浄
土
一
時
に
斎
し
く
現
れ
、
心
外
の
浄
土
と
佛
と
を
求
め
ざ
ら
ん
。
故
に
圓
相
の
中
心
の
人
の

字
を

わ
ず
。
下
の
牛
の
字
を

い
た
る
な
り
。

　
問
う
、
如
何
な
る
か
是
れ
自
己
佛
及
び
自
己
の
浄
土
な
る
。

　
答
う
、
衆
生
若
し
眞
智
を
發
し
、
眞
空
に
達
得
す
れ
ば
、
即
ち
眞
智
是
れ
佛
に
し
て
、
眞
空
是
れ
浄
土
な
り
。
若
し
能
く
是
く
の
如
く
躰
會
せ
ば
、
何
れ

の
處
に
か
更
に
他
方
の
浄
土
及
び
佛
を
求
め
ん
。
是
の
故
に
経
に
云
く
、
持
佛
の
佛
を
聞
く
を
将
て
す
る
よ
り
は
何
ぞ
自
聞
に
し
て
聞
か
ざ
る
や
、
と
。

・
眞
空
是
浄
土
　
原
文
に
は
眞
の
字
が
な
い
。

　
又
た
此
の
下
に
四
對
五
相
あ
り
。

　
Ｃ
　
　
此
の
相
な
る
者
は
函
を
挙
げ
て
盖
を
索
む
る
の
相
、
亦
た
半
月
待
圓
相
と
名
づ
く
。
若
し
人
有
っ
て
此
の
相
を
将
ち
来
た
り
て
問
わ
ば
、
更
に
半

月
を
添
え
て
之
に
對
す
。
此
れ
は
則
ち
問
者
函
を
挙
げ
て
盖
を
索
め
、
答
者
盖
を
將
つ
て
函
に
著
く
。
函
盖
相
い
稱
う
。
故
に
已
に
圓
月
相
を
現
ぜ
る
な
り
。

圓
相
は
則
ち
諸
佛
の
躰
を
表
す
な
り
。

　
○
　
此
の
相
な
る
者
は
、
玉
を
把
っ
て
契
を
覓
む
る
の
相
な
り
。
若
し
人
有
っ
て
此
の
相
を
將
っ
て
来
た
り
問
わ
ば
、
圓
月
の
中
心
に
某
を
著
き
て
之
に

對
す
。
此
れ
は
則
ち
問
者
玉
を
把
っ
て
契
を
覓
む
。
故
に
答
者
珠
を
識
し
て
便
ち
下
手
す
。
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○ム　
　
此
の
相
な
る
者
は
、
鈎（
原
作
釣
、
下
同
）入
り
て
續
ぐ
こ
と
を
求
む
る
の
相
な
り
。
若
し
人
有
っ
て
此
の
相
を
將
ち
来
た
り
て
問
わ
ば
某
字
の
辺
に

人
の
字
を
添
著
し
て
之
に
對
す
。
此
れ
は
則
ち
問
者
鈎
入
り
て
續
ぐ
こ
と
を
索
む
。
故
に
答（
者
）續
ぎ
て
寶
器
を
成
す
な
り
。

　
○佛　
　
此
の
相
な
る
者
は
已
に
寶
器
を
成
ぜ
し
相
な
り
。
若
し
人
有
っ
て
此
の
相
を
將
ち
来
た
り
て
問
わ
ば
、
又
た
圓
月
相
の
中
心
に
土
の
字
を
著
き
て
之

に
對
す
。・

圓
相
中
の
佛
の
字
は
、
仏
の
字
で
あ
る
べ
き
で
あ
る
。

は
る

　
○土　
　
此
の
相
な
る
者
は
玄
か
に
旨
を
印
せ
る
相
な
り
。

然
と
し
て
前
現
の
衆
相
に
超
え
、
更
に
教
意
の
攝
す
る
所
に
属
せ
ず
。
若
し
人
有
っ
て
對
面
し

て
付
す
る
も
果
然
と
し
て
見
ず
。
故
に
三
祖
云
く
、
毫
釐
も
錯
つ
有
ら
ば
天
地
玄
か
に
隔
る
、
と
。
然
れ
ど
も
玄
か
に
之
を
會
す
る
無
か
ら
ず
ん
ば
、
誰
か

も
し

能
く
此
の
相
を
識
せ
ん
。
若
是
其
の
人
な
ら
ば
見
て
諳
に
會
す
る
こ
と
子
期
の
百
牙
の
琴
を
聴
き
、
提
婆
の
龍
樹
の
相
を
見
る
が
如
く
す
。
是
れ
其
の
人
な

た
と

ら
ず
ん
ば
、
對
面
す
る
も
識
せ
ざ
る
こ
と
巴
人
の
白
雪
の
歌
を
聞
き
、

子
の
浄
名
の
會
に
入
る
が
如
く
す
。
假
使
い
後
學
な
り
と
も
根
機
玄
利
な
ら
ば
是

れ
を
將
て
す
れ
ば
則
ち
頓
に
暁
る
こ
と
鶏
の
卵
を
抱
き
て

啄
同
時
な
る
が
如
し
。
相
性
遅
鈍
な
る
者
な
ら
ば
学
び
て
而
も
暁
る
こ
と
難
き
こ
と
盲
人
の
色

を
相
し
て
轉
た
錯
つ
が
如
き
の
み
。

・
若
有
人
對
面
付
　
原
文
は
若
有
人
似
个
對
面
付
。

・
三
祖
云
　
信
心
銘
。

・
相
性
　
根
性
か
。

　

・
然
不
無
玄
會
之
　
こ
う
し
か
読
め
な
い
が
意
味
不
明
。「
不
無
」
で
仮
定
に
な
る
こ
と
は
な
い
。

　
師
、
時
有
っ
て
三
遍
成
佛
篇
を
説
け
り
、
中
に
於
い
て
三
意
有
り
。
云
何
ん
が
三
と
為
す
。
一
者
は
證
理
成
佛
、
二
者
は
行
満
成
佛
、
三
者
は
示
顕
成
佛
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な
り
。

　
證
理
成
佛
と
言
う
者
は
、
知
識
の
言
下
に
光
を
廻
ら
し
て
返
っ
て
自
己
の
心
原
の
本
よ
り
無
一
物
な
る
を
照
ら
し
て
便
ち
是
れ
成
佛
す
。
萬
行
よ
り
し
て

漸
漸
に
し
て
證
せ
ず
。
故
に
證
理
成
佛
と
云
う
。
是
の
故
に
経
に
云
う
、
初
發
心
の
時
便
ち
正
覚
を
成
ず
、
と
。
又
た
古
人
云
く
、
佛
道
遠
か
ら
ず
、
心
を

廻
ら
せ
ば
即
ち
是
れ
な
り
と
は
即
ち
此
の
義
な
り
。

　
此
の
證
理
成
佛
中
に
、
若
し
體
性
を
説
か
ば
都
べ
て
一
物
無
し
。
通
じ
て
三
身
を
論
ず
れ
ば
一
佛
に
菩
薩
無
か
ら
ず
。
三
人
有
り
と
雖
も
而
も
今
見
性
成

佛
せ
り
。
故
に
成
佛
す
る
こ
と
を
得
る
の
功
は
文
殊
に
在
り
。
故
に
古
人
云
く
、
文
殊
は
是
れ
諸
佛
の
母
な
り
。
謂
う
所
は
諸
佛
は
文
殊
よ
り
生
ず
る
が
故

に
、
と
。
文
殊
と
言
う
者
は
即
ち
實
智
な
り
。
一
切
諸
佛
、
其
の
實
智
に
因
り
て
菩
提
を
證
す
。
是
の
故
に
文
殊
は
是
れ
諸
佛
の
母
な
る
の
み
。

・
心
地
観
経
三 

「
文
殊
師
利
大
聖
尊
、
三
世
諸
仏
以
為
母
」。

　
行
満
成
佛
と
言
う
者
は
、
已
に
其
の
真
理
を
窮
む
る
と
雖
も
而
も
普
賢
行
願
に
順
じ
て
位
を
歴
し
て
廣
く
菩
薩
の
道
を
修
む
。
所
行
周
備
し
、
悲
智
圓
満

す
。
故
に
行
満
成
佛
と
云
う
な
り
。
故
に
古
人
云
く
、
行
き
到
り
し
處
即
ち
是
れ
従
り
来
た
り
し
處
な
り
と
。
是
の
故
に
明
ら
か
に
知
る
、
所
行
已
に
周
ね

け
れ
ば
還
た
本
處
に
至
る
、
と
。
本
處
な
る
者
は
即
ち
理
な
り
。

　
此
の
行
満
成
佛
所
證
の
理
は
、
前
の
證
理
成
佛
の
理
に
異
な
ら
ず
。
理
は
異
な
ら
ず
と
雖
も
、
因
を
行
じ
て
果
に
至
る
。
故
に
行
満
成
佛
と
云
う
な
り
。

　
此
の
行
満
成
佛
中
、
若
し
果
徳
を
挙
ぐ
れ
ば
、
但
だ
普
賢
行
を
以
て
佛
道
を
成
ず
。
三
身
を
論
ず
れ
ば
亦
た
一
佛
二
菩
薩
有
り
。
三
人
有
り
と
雖
も
而
も

今
別
に
行
満
成
佛
を
取
る
。
故
に
古
人
云
く
、
普
賢
は
是
れ
諸
佛
の
父
な
り
。
謂
う
所
は
諸
佛
は
普
賢
よ
り
生
ず
る
が
故
に
、
と
。
普
賢
と
言
う
者
は
即
ち

萬
行
な
り
。
一
切
諸
佛
、
其
の
萬
行
に
因
り
て
菩
提
を
證
す
。
是
の
故
に
普
賢
は
是
れ
諸
佛
の
父
の
み
。

　
一
佛
二
菩
薩
と
言
う
者
は
、
遮
那
は
是
れ
理
。
文
殊
は
是
れ
智
。
普
賢
は
是
れ
行
な
り
。
此
の
理
智
行
三
人
同
體
な
り
。
故
に
一
も
捨
つ
可
か
ら
ず
。
又

た
一
佛
二
菩
薩
は
互
い
に
主
伴
と
為
る
。
本
體
無
上
を
以
て
遮
那
を
主
と
為
し
、
見
性
智
功
を
以
て
文
殊
を
主
と
為
し
、
萬
行
福
力
を
以
て
普
賢
を
主
と
為
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す
。
是
の
故
に
、
李
通
玄
云
く
、
一
切
諸
佛
は
皆
な
文
殊
、
普
賢
の
二
大
士
を
以
て
佛
の
菩
提
を
成
ず
、
と
。
又
た
云
く
、
文
殊
普
賢
は
諸
佛
の
為
に
少
男

な

と
長
子
と
作
る
、
と
。
故
に
知
ん
ぬ
、
三
人
互
い
に
主
伴
と
為
る
と
。

　
示
顕
成
佛
と
言
う
者
は
、
前
の
證
理
行
満
の
如
く
、
自
ら
行
じ
て
成
佛
す
る
こ
と
已
に
畢
り
、
今
、
衆
生
の
為
に
成
佛
を
示
顕
し
、
八
相
も
て
成
道
す
。

　
八
相
と
い
う
者
は
、
兜

天
よ
り
退
き
て
入
胎
、
住
胎
、
出
胎
、
出
家
、
成
道
、
轉
法
輪
、
入
涅
槃
す
る
等
の
八
相
も
て
成
佛
す
る
な
り
。
故
に
云
く
、
示

顕
成
佛
と
。
當
に
知
る
べ
し
八
相
成
道
な
り
。
是
れ
報
化
に
し
て
眞
に
非
ず
。
是
の
故
に
経
に
云
く
、
如
来
出
世
せ
ず
亦
た
涅
槃
有
る
こ
と
無
し
。
本
願
力

を
以
て
の
故
に
自
在
の
法
を
示
顕
す
、
と
。
此
の
経
は
報
化
佛
中
眞
佛
を
指
す
な
り
。
又
た
経
に
云
く
、
吾
れ
成
佛
し
て
従
り
已
来
、
無
量
阿
僧
祇
劫
を
経

た
り
、
と
。
故
に
知
ん
ぬ
、
釈
迦
如
来
は
無
量
劫
前
、
已
に
行
満
大
覚
を
成
じ
て
而
も
衆
生
の
為
の
故
に
始
成
正
覚
を
示
顕
す
、
と
。

　
今
、
此
の
釈
迦
は
是
れ
賢
劫
千
佛
の
中
第
四
佛
な
り
。
過
去
荘
厳
劫
中
一
千
佛
、
現
在
賢
劫
中
一
千
佛
、
未
来
星
宿
劫
中
一
千
佛
。
是
の
如
き
三
劫
中
一

切
諸
佛
、
世
に
出
現
し
、
群
生
を
攝
化
す
。
相
傳
え
て
授
記
し
、
分
毫
も
錯
た
ず
。
教
典
を
観（
原
作
歓
）看
し
、
古
跡
を
推
尋
し
、
一
人
の
成
佛
の
方
様
を
通

観
す
る
に
、
應
に
知
る
べ
し
三
遍
成
佛
な
る
の
み
を
。

　
伏
し
て
請
う
、
佛
位
を
歴（
原
作
磨
）せ
ん
と
欲
す
る
者
は
、
略
ぼ
筌
蹄
を
看
て
却
っ
て
自
ら
思
惟
せ
よ
。
前
佛
跡
佛
皆
な
此
の
路
を
同
じ
く
す
。
人
の
路
を

行
き
て
新

同
轍
な
る
が
如
し
。
故
記
而
之
也（
？
）

　
師
、
時
有
っ
て
三
篇
を
説
く
。
中
に
於
い
て
三
意
有
り
、
第
一
、
頓
證
實
際
篇
、
第
二
、
廻
漸
證
實
際
篇
、
第
三
、
漸
證
實
際
篇
。

　
廣
野
中
に
一
仙
人
有
り
。
名
づ
け
て
該
通
と
曰
う
、
大
衆
の
為
に
説
く
ら
く
、
若
し
衆
生
有
っ
て
無
始
よ
り
已
来
、
性
地
を
悟
ら
ず
ん
ば
、
三
界
に
輪
廻

し
、
縁
に
随
っ
て
報
を
受
く
。
忽
ち
智
者
の
眞
教
を
演
説
す
る
に
遇
い
、
頓
に
性
地
を
悟
ら
ば
便
ち
正
覚
を
成
じ
て
漸
次
に
依
ら
ず
、
故
に
名
づ
け
て
頓
に

實
際
を
證
す
と
為
す
。
是
の
故
に
経
に
云
く
、
雪
山
に
草
有
り
、
名
づ
け
て
忍
辱
と
曰
う
。
牛
若
し
食
ら
わ
ば
即
ち
醍
醐
を
出
す
、
と
。
是
れ
其
の
意
な
り
、
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と
。

・
経
云
　
涅
槃
経
二
十
七
。

　
衆
中
に
一
隠
士
有
り
、
名
づ
け
て
智
通
と
曰
う
。
仙
人
に
啓
し
て
曰
く
、
群
品
に
自
ら
性
地
有
る
こ
と
、
又
た
一
切
智
者
、
眞
教
を
演
説
し
て
一
人
の
為

め
に
せ
ざ
る
こ
と
を
信
知
す
。
何
を
以
て
の
故
に
同
じ
く
眞
教
を
聞
き
て
悟
る
と
悟
ら
ざ
る
と
各
各
同
じ
か
ら
ざ
る
や
。

　
仙
人
、
隠
士
に
告
げ
て
言
く
、
衆
生
に
自
性
清
浄
な
る
圓
明
の
躰
有
り
と
雖
も
、
本
に
背
き
て
末
を
遂
い
、
多
劫
多
時
に
別
異
の
身
を
受
け
、
根
性
の
利

鈍
等
し
か
ら
ず
。
故
に
同
じ
く
眞
教
を
聞
く
も
悟
る
と
悟
ら
ざ
る
と
各
各
同
じ
か
ら
ず
。
是
れ
智
者
眞
教
を
説
く
こ
と
の
過（
原
作
禍
）な
ら
ず
。
故
に
経
に
云

く
、
猶
お
明
浄
の
日
の
瞽
者
能
く
見
る
こ
と
莫
き
が
如
し
。
智
慧
心
有
る
こ
と
無
く
ん
ば
終
に
見
る
こ
と
能
わ
ず
、
と
。

・
経
云
　
不
明
。

　
隠
士
、
仙
人
に
啓
し
て
曰
く
、
高
指
を
諦
観
し
、
且
つ
来
言
を
尋
ぬ
る
に
、
智
者
説
法
し
て
一
人
の
為
に
せ
ざ
る
も
悟
る
と
悟
ら
ざ
る
と
は
唯
だ
愚
と
智

と
に
在
り
。
然
ら
ば
則
ち
愚
智
は
本
来
各
各
同
じ
か
ら
ざ
ら
ん
。
説
法
に
何
の
用
う
る
と
こ
ろ
か
有
ら
ん
。

つ
ね

　
仙
人
隠
士
に
告
げ
て
言
く
、
汝
今
諦
聴
せ
よ
、
吾
れ
汝
の
為
に
説
か
ん
。
智
人
は
是
れ
本
よ
り
悟
ら
ず
、
愚
人
は
是
れ
長
に
は
迷
わ
ず
。
愚
人
忽
ち
眞
説

も
し

を
悟
ら
ば
智
人
は
是
れ
外
よ
り
来
た
ら
ず
。
若
也
眞
教
を
用
い
ざ
れ
ば
愚
は
争
で
か
智
人
と
成
ら
ん
、
若
也
眞
教
を
用
い
ざ
れ
ば
何
れ
の
處
に
か
利
鈍
を
辯

じ
得
ん
。
是
の
故
に
衆
生
若
し
是
れ
根
鈍
な
ら
ば
再
び
眞
教
を
聞
く
も
性
地
を
暁
ら
じ
、
衆
生
若
し
是
れ
利
根
な
ら
ば
、
忽
ち
眞
教
を
聞
き
て
頓
に
性
地
を

暁
ら
ん
。
便
ち
是
れ
智
人
な
り
。
何
れ
の
處
に
か
愚
智
に
隔
て
有
ら
ん
。
是
の
故
に
當
に
知
る
べ
し
、
凡
聖
隔
て
ず
、
根
に
利
鈍
有
る
こ
と
を
。
智
者
説
法

あ

し
て
亦
た
一
人
の
為
に
せ
ざ
る
こ
と
猶
お
母
鶏
の
卵
を
抱
く
が
如
し
。
衆
卵
皆
發
す
る
賛

は
發
せ
ず
、
可
に
即
ち
母
鶏
唯
だ
衆
卵
を
愛
し
て
賛

を
愛
せ

ざ
る
な
ら
ん
や
。
是
れ
則
ち
發
す
る
と
發
せ
ざ
る
と
は
唯
だ
卵
性
に
在
る
の
み
。
是
れ
母
鶏
の
卵
を
抱
く
の
過（
原
作
禍
）な
ら
ず
。

　
一
切
智
者
も
亦
復
た
是
く
の
如
し
。
廣
く
大
衆
の
為
に
眞
教
を
演
説
す
る
に
根
の
利
な
る
者
は
頓
に
暁
り
、
根
の
鈍
な
る
者
は
暁
ら
ず
。
可
に
則
ち
智
者



八
二
四

唯
だ
利
根
を
愛
す
る
の
み
に
し
て
鈍
根
を
愛
せ
ざ
る
な
ら
ん
や
。
是
れ
即
ち
暁
る
と
暁
ら
ざ
る
と
は
唯
だ
根
性
に
在
る
の
み
に
し
て
是
れ
智
者
の
説
教
の
過

あ
ら
ゆ
る

（
原
作
禍
）な
ら
ず
。
是
の
故
に
経
に
云
く
、
所
有
聞
法
の
も
の
は
他
に
由
り
て
悟
ら
ず
、
と
。
然
ら
ば
即
ち
方
便
を
假
る
こ
と
を
知
る
。
智
者
は
常
に
妙
法
を

説
き
、
悟
る
と
悟
ら
ざ
る
と
は
此
れ
學
人
に
在
り
て
智
者
に
は
在
ら
ず
。

・
賛

　
不
明
。

・
可
即
母
鶏
唯
愛
卵
不
愛
賛

　
原
文
に
は
可
即
母
鶏
唯
不
愛
卵
愛
賛

と
あ
る
。
可
即
は
可
是
が
普
通
の
い
い
方
。

・
経
云
　
大
乗
入
楞
伽
経
三 

「
於
仏
法
中
、
不
由
他
悟
」

　
隠
士
問
う
て
曰
く
、
衆
生
若
し
是
れ
利
根
に
し
て
忽
ち
眞
教
を
聞
き
て
言
下
に
慧
の
發
し
、
頓
に
性
地
を
悟
ら
ば
此
は
是
れ
何
人
な
る
ぞ
。

　
仙
人
答
え
て
曰
く
、
此
は
是
れ
智
照
の
文
殊
な
り
。

　
隠
士
問
う
て
曰
く
、
文
殊
の
智
照
、
何
れ
の
處
に
か
在
る
。

　
仙
人
答
え
て
曰
く
、
文
殊
の
智
照
は
是
れ
性
地
に
在
り
。

い
か

　
隠
士
問
う
て
曰
く
、
照
智
は
性
地
と
同
異
若
何
ん
。

　
仙
人
答
え
て
曰
く
、
智
照
は
性
地
と
同
じ
か
ら
ず
異
な
ら
ず
。

　
隠
士
問
う
て
曰
く
、
智
照
は
性
地
と
同
じ
か
ら
ず
異
な
ら
ず
、
其
の
義
如
何
ん
。

　
仙
人
答
え
て
曰
く
、
智
照
は
是
れ
能
證
の
人
、
性
地
は
是
れ
所
證
の
法
な
り
。
故
に
能
所
無
か
ら
ず
。
是
の
故
に
古
人
云
く
、
此
の
無
知
の
般
若
を
以
て
、

彼
の
無
相
の
眞
諦
を
證
す
、
と
。
故
に
智
は
性
と
同
じ
か
ら
ず
。
又
た
能
證
に
知
無
く
、
所
證
の
性
地
に
躰
無
く
、
能
所
有
ら
ず
。
是
の
故
に
古
人
云
く
、
知
、

眞
際
を
窮
む
れ
ば
、
能
所
両
な
が
ら
亡
ず
、
と
。
故
に
知
照
は
性
地
と
異
な
ら
ず
。

　
隠
士
智
通
、
仙
人
の
説
を
聞
き
、
奉
じ
て
高
指
に
契
い
、
頓
に
疑
網
を
決
せ
り
。

・
古
人
云
以
此
云
々
　
般
若
無
知
論
。
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・
古
人
云
智
窮
　
不
明
。

・
文
殊
智
照
是
在
性
地
　
原
文
、
地
は
之
。

・
智
照
与
性
地
不
異
　
原
文
、
不
異
の
下
に
照
の
字
あ
り
。

　
時
に
于
い
て
該
通
仙
人
、大
衆
の
為
に
説
く
ら
く
、先
に
智
通
の
為
に
已
に
見
性
を
説
け
り
。若
し
衆
行
を
論
ず
れ
ば
必
ず
し
も
此
の
く
の
如
か
ら
ず
、と
。

　
此
の
衆
中
に
遊
子
有
り
、
名
づ
け
て
行
通
と
曰
う
。
仙
人
に
啓
し
て
曰
く
、
見
性
は
此
く
の
如
し
、
衆
行
若
何
ん
。

　
仙
人
、
遊
子
に
告
げ
て
言
く
、
若
し
衆
生
有
り
、
忽
ち
眞
教
を
聞
き
て
頓
に
性
地
を
見
、
此
の
處
に
住
せ
ず
し
て
縁
に
随
っ
て
自
利
利
他
の
悲
智
を
行
ず
。

故
に
名
づ
け
て
衆
行
と
為
す
。

　
遊
子
、
仙
人
に
啓
し
て
曰
く
、
我
等
曽
つ
て
聞
く
、
仙
人
、
法
を
演
説
す
ら
く
、
忽
ち
眞
教
を
聞
き
て
頓
に
性
地
を
悟
ら
ば
名
づ
け
て
智
照
文
殊
と
為
す
、

と
。
今
、
仙
人
の
説
を
承
る
に
、
頓
に
性
地
を
悟
り
て
、
此
の
處
に
住
せ
ず
し
て
自
利
利
他
の
悲
智
を
行
ず
。
故
に
名
づ
け
て
衆
行
と
為
す
、
と
。
此
の
行

を
行
ず
る
者
は
此
は
是
れ
何
人
な
る
や
。

　
仙
人
答
え
て
曰
く
、
此
の
行
を
行
ず
る
者
は
寄
位
の
普
賢
な
り
。

　
遊
子
問
う
て
曰
く
、
普
賢
大
士
、
何
等
の
位
に
寄
る
や
。

　
仙
人
答
え
て
言
く
、
因
の
五
位
乃
至
果
位
に
寄
る
。
此
の
位
に
寄
る
と
雖
も
此
の
位
に
住
せ
ず
。
衆
行
行
ず
る
時
、
三
等
の
普
賢
あ
り
。

　
遊
子
問
う
て
曰
く
、
因
位
乃
至
果
位
に
奇
位
す
。
何
等
を
名
づ
け
て
三
等
の
普
賢
と
為
す
や
。

　
仙
人
答
え
て
曰
く
、
一
な
る
者
は
出
纒
の
普
賢
、
二
な
る
者
は
入
纒
の
普
賢
、
三
な
る
者
は
果
後
の
普
賢
。

　
遊
子
問
う
て
曰
く
、
此
の
三
普
賢
は
勝
劣
等
級
、
其
の
義
如
何
ん
。

　
仙
人
答
え
て
言
く
、
此
の
三
普
賢
は
勝
劣
等
級
、
其
の
義
同
じ
か
ら
ず
。
謂
く
、
言
う
所
の
出
纒
の
普
賢
な
る
者
は
、
見
性
の
後
、
衆
行
を
行
ず
。
前
の

万
境
に
對
し
て
瞥
起
の
心
無
か
ら
ざ
る
も
已
に
心
源
に
達
し
た
れ
ば
幻
化
の
境
に
滞
せ
ず
。
故
に
古
人
云
く
、
所
断
の

無
か
ら
ざ
る
も
還
た
能
断
の
智
有
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り
、
と
。

　
遊
子
問
う
て
曰
く
、
古
人
云
く
若
し
能
證
の
智
を
發
す
れ
ば
全
く
所
断
の
障
無
し
、
と
。
其
の
義
如
何
ん
。

　
答
え
て
曰
く
、
若
し
能
證
の
智
を
發
す
れ
ば
全
く
所
断
の

無
し
と
は
、
此
は
是
れ
文
殊
の
断
惑
な
り
。
何
を
以
て
の
故
ぞ
、
文
殊
、
性
に
當
た
る
の
時
、

躰
中
に
異
相
有
ら
ざ
る
が
故
に
。
今
、
所
断
の
障
無
か
ら
ず
、
還
た
能
断
の
智
有
り
と
言
う
は
、
此
は
是
れ
普
賢
の
断
惑
な
り
。
何
を
以
て
の
故
ぞ
。
普
賢
、

位
を
歴
す
る
の
時
、
断
惑
成
徳
無
か
ら
ざ
る
が
故
に
、
是
の
故
に
両
人
の
断
惑
成
徳
同
じ
か
ら
ず
。
両
人
の
断
惑
成
徳
を
會
せ
ず
し
て
断
惑
成
徳
の
義
を
相

い
諍
う
。

　
遊
子
問
う
て
曰
く
、
已
に
文
殊
の
断
惑
は
此
の
如
き
こ
と
を
知
る
。
若
し
普
賢
の
断
惑
を
論
ず
れ
ば
、
現
行
を
断
ず
る
や
、
習
気
を
断
ず
る
や
。

　
仙
人
答
え
て
言
く
、
若
し
普
賢
位
中
を
言
わ
ば
、
全
く
現
行
の
煩
悩
無
し
。
普
賢
奇
位
の
断
惑
は
、
此
は
是
れ
習
気
の
煩
悩
な
り
。

　
遊
子
問
う
、
現
行
と
習
気
と
あ
り
、
如
何
に
し
て
か
普
賢
は
全
く
現
行
の
惑
無
く
し
て
、
唯
だ
習
気
の
障
有
る
の
み
な
る
や
。

　
仙
人
答
え
て
言
く
、
凡
夫
は
境
に
對
し
て
心
を
起
し
、
前
境
を
識
せ
ず
し
て
後
境
に
作
業
す
。
即
ち
是
れ
現
行
な
り
。
智
者
は
境
に
對
し
て
心
を
起
こ
し
、

境
の
虚
幻
な
る
こ
と
を
知
り
て
前
境
に
滞
ら
ず
、
習
気
の
故
に
。
是
れ
普
賢
は
是
れ
見
性
の
後
に
行
を
行
ず
る
の
人
な
り
。
故
に
全
く
現
行
の
惑
無
く
、
唯

だ
習
気
の
障
有
る
の
み
。
若
し
習
気
の
断
ず
可
き
無
く
ん
ば
何
ぞ
忍
び
難
き
を
能
く
忍
ぶ
こ
と
を
用
い
ん
や
。
若
し
悲
智
成
佛
無
く
ん
ば
何
ぞ
行
じ
難
き
を

能
く
行
ず
る
こ
と
を
用
い
ん
や
。

　
悲
智
二
門
を
行
ず
と
雖
も
、
所
作
は
躰
に
依
り
て
行
を
成
ず
。
是
の
故
に
古
人
云
く
、
所
作
は
皆
な
性
に
依
り
、
功
徳
林
を
修
成
す
。
終
に
寂
を
取
る
の

意
無
く
、
唯
だ
群
を
濟
う
の
心
有
る
の
み
。
悲
を
行
ず
れ
ば
悲
廣
大
に
、
智
を
用
う
れ
ば
智
能
く
深
し
、
他
を
利
し
兼
ね
て
自
ら
利
す
、
少
聖

ん
ぞ
能
く

任
ぜ
ん
、
と
。

　
然
ら
ば
即
ち
知
ん
ぬ
、
出
纏
の
普
賢
は
悲
智
を
衆
行
し
て
躰
に
依
り
て
修
行
す
。
又
た
細
説
す
れ
ば
、
普
賢
の
衆
行
は
即
ち
行
布
圓
融
し
て
斉
し
く
現
じ
、

断
惑
成
徳
倶
に
有
り
。
自
利
利
他
雙
な
が
ら
修
し
、
智
門
悲
門
並
び
に
成
ず
。
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行
を
言
う
や
、
繁
く
大
用
を
興
し
て
、
起
れ
ば
必
ず
眞
を
全
う
す
。
行
相
を
言
う
や
、
依
位
の
断
惑
無
か
ら
ず
、
位
高
け
れ
ば
則
ち
習
気
漸
く
薄
す
く
、
行

廣
け
れ
ば
則
ち
悲
智
増
す
深
し
。
十
住
よ
り
乃
至
十
地
に
至
り
て
出
纏
の
菩
提
已
に
満
て
り
。

・
繁
興
大
用
　
華
嚴
金
師
子
章
の
句
。

　
言
う
所
の
入
纒
の
普
賢
な
る
者
は
、
一
切
の
群
品
中
に
類
を
同
じ
う
す
る
の
大
悲
是
れ
な
り
。

　
前
の
出
纒
の
普
賢
は
、
位
中
に
廣
く
悲
智
を
行
じ
て
自
利
利
他
行
す
。
故
に
断
惑
成
徳
の
功
無
か
ら
ず
。
断
惑
成
徳
の
功
あ
り
て
出
纒
已
に
満
つ
る
と
雖

も
而
も
出
纒
無
患
の
處
に
住
せ
ず
。
故
に
四
生
六
趣
に
於
い
て
廣
く
大
悲
を
行
じ
、
類
を
同
じ
う
し
て
物
を
化
す
、
之
れ
入
纒
の
普
賢
と
名
づ
く
。

　
此
の
入
纒
化
物
の
徳
と
前
の
出
纒
成
行
の
功
と
、
二
心
功
斎
し
て
平
等
な
り
。
故
に
名
づ
け
て
等
覚
と
為
す
。
悲
智
圓
満
す
、
故
に
名
づ
け
て
等
覚
と
為

す
。
出
纒
入
纒
を
取
ら
ず
、
大
智
大
悲
を
取
ら
ず
、
故
に
名
づ
け
て
妙
覚
と
為
す
。
悲
智
と
出
纒
入
纒
を
取
ら
ず
と
雖
も
、
若
し
果
徳
を
論
ず
れ
ば
、
行
と

し
て
取
ら
ざ
る
は
無
く
、
位
と
し
て
収
め
ざ
る
は
無
き
な
り
。

・
不
住
出
纒
無
患
之
處
　
原
文
不
住
は
不
信
。

・
同
類
化
物
　
原
文
は
同
断
化
物
。

　
言
う
所
の
果
後
の
普
賢
な
る
者
は
、
遍
行
三
昧
是
れ
な
り
。
謂
く
、
妙
覚
位
中
出
纒
入
纒
大
智
大
悲
を
取
ら
ず
と
雖
も
、
而
も
此
に
住
せ
ず
、
還
た
出
纒

お

な

入
纒
大
智
大
悲
に
向
い
て
逆
順
蹤
横
、
諸
の
位
中
に
於
い
て
類
を
同
じ
う
し
心
を
同
じ
う
す
る
も
亦
た
定
め
て
位
を
守
ら
ず
、
随
縁
任
運
、
廣
く
大
悲
を
作

す
。
諸
類
中
に
於
い
て
何
の
位
か
定
め
て
受
け
ざ
ら
ん
。
能
作
能
受
に
於
い
て
作
さ
ず
受
け
ず
、
故
に
名
づ
け
て
果
後
の
普
賢
と
為
す
な
り
。
若
し
定
め
て

此
の
人
の
所
行
を
取
ら
ば
、
未
だ
此
の
人
の
行
處
を
會
せ
ざ
る
な
り
。

・
妙
覚
位
中
雖
不
取
出
纒
入
纒
大
智
大
悲
　
原
文
に
入
纒
な
し
。
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言
う
所
の
三
等
の
普
賢
な
る
者
は
是
れ
三
人
な
ら
ず
、
一
人
行
を
行
ず
る
と
き
行
の
勝
劣
大
義
に
依
り
て
三
等
の
普
賢
あ
り
。

　
言
う
所
の
一
人
な
る
者
は
初
め
て
頓
に
實
際
を
證
す
る
の
時
は
即
ち
文
殊
な
り
。
今
、
縁
に
随
っ
て
行
を
行
ず
る
の
時
は
即
ち
普
賢
な
り
。
故
に
名
づ
け

て
一
人
と
為
す
な
り
。
此
は
是
れ
通
じ
て
内
證
外
化
を
取
る
な
り
。

　
若
し
内
證
外
化
不
同
を
以
て
す
れ
ば
故
よ
り
文
殊
普
賢
の
両
人
な
り
。
若
し
通
じ
て
能
證
所
證
を
取
る
と
及
び
衆
行
の
不
同
と
を
以
て
す
れ
ば
、
即
ち
三

人
と
為
す
な
り
。

　
此
れ
大
教
の
意
説
な
り
。
謂
く
、
大
経
題
し
て
大
方
廣
と
云
う
者
は
所
説
の
法
な
り
。
故
に
即
ち
遮
那
是
れ
な
り
、
佛
な
る
者
は
能
證
の
人
な
り
。
故
に

し
ば
ら

即
ち
文
殊
是
れ
な
り
。
花
厳
な
る
者
は
随
縁
の
行
な
り
、
故
に
普
賢
是
れ
な
り
。
此
れ
且
く
一
佛
二
菩
薩
に
し
て
即
ち
三
人
と
為
す
な
り
。

　
若
し
普
賢
行
を
修
行
せ
ん
と
欲
す
れ
ば
先
ず
眞
理
を
窮
め
、
縁
に
随
っ
て
行
を
行
ぜ
よ
。
即
ち
今
行
と
古
跡
と
相
應
ず
る
こ
と
、
門
を
閉
じ
て
車
を
作
る

ご
と

に
、
門
を
出
ず
れ
ば
轍
を
合
す
る
が
如
似
か
ら
ん
の
み
。

　
廻
漸
證
實
際
篇
第
二

　
時
に
該
通
仙
人
、
大
衆
の
為
め
に
法
を
説
く
、
若
し
衆
生
有
り
無
始
よ
り
已
来
性
地
を
悟
ら
ず
、
三
界
に
輪
廻
し
て
三
乗
の
漸
教
を
聞
き
て
三
乗
の
法
を

悟
ら
ん
。
三
界
の
患
の
故
に
三
乗
有
り
、
此
の
人
忽
ち
真
経
を
聞
き
、
廻
り
て
妙
恵
を
成
ぜ
ん
。
實
際
を
窮
證
す
、
故
に
名
づ
け
て
廻
漸
證
實
際
と
為
す
な

り
。
是
の
故
に
古
人
云
く
、
門
前
の
三
駕
車
は
是
れ
權
乗
、
露
地
の
白
牛
に
し
て
方
め
て
明
ら
か
に
實
證
す
、
と
は
即
ち
其
の
意
な
り
。

　
隠
士
智
通
、
仙
人
に
啓
し
て
曰
く
、
此
の
廻
漸
證
實
際
の
者
は
、
彼
の
頓
證
實
際
の
人
と
同
異
如
何
ん
。

は
る

　
仙
人
答
え
て
曰
く
、
先
に
已
に
三
乗
に
落
つ
る
と
雖
も
、
三
乗
に
在
ら
ず
、
故
に
来
處
玄
か
に
殊
な
る
。
而
も
今
、
漸
を
廻
ら
し
て
實
際
を
證
す
。
故
に

彼
の
頓
證
實
際
の
者
と
異
な
ら
ず
。
是
の
故
に
古
人
云
く
、
百
川
大
海
に
帰
す
れ
ば
百
川
の
名
無
く
、
三
乗
一
乗
に
帰
す
れ
ば
三
乗
の
名
無
き
な
り
、
と
。
然

ら
ば
即
ち
知
ん
ぬ
、
此
の
廻
漸
證
實
際
の
人
は
、
彼
の
頓
證
の
人
と
異
な
ら
ざ
る
こ
と
を
。
愁
う
る
莫
か
れ
、
廻
漸
は
頓
證
と
同
じ
き
か
異
な
れ
る
か
を
、
自

ら
随
縁
の
心
を
廻
ら
し
て
還
っ
て
實
際
の
理
を
照
せ
よ
。
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・
三
界
患
故
有
三
乗
　
割
注
と
見
な
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
新
華
厳
経
論
に
「
門
前
三
車
、
對
三
界
苦
、
且
令
離
火
宅
所
焼
、
權
免
火
難
」
と
あ
る

の
を
参
照
。

・
此
人
忽
聞
眞
教
　
原
文
は
人
此
云
々
。

・
雖
先
已
落
三
乗
、
不
在
三
乗
　
不
在
の
上
に
今
の
字
を
補
う
。

　
隠
士
智
通
、
眞
説
を
奉
領
し
て
寂
然
と
し
て
言
無
し
。

　
時
に
遊
子
行
通
、
仙
人
に
啓
し
て
曰
く
、
我
等
曽
つ
て
仙
人
の
演
説
を
聞
く
に
、
若
し
衆
生
有
り
、
頓
に
性
地
を
證
悟
し
此
の
處
に
住
せ
ず
し
て
縁
に
随
っ

て
行
を
行
ず
る
を
名
づ
け
て
衆
行
と
為
す
。
此
の
行
を
行
ず
る
者
名
づ
け
て
普
賢
と
為
す
、
と
。
今
此
の
廻
漸
證
實
の
後
、
人
の
衆
行
を
行
ず
る
有
り
や
、
人

の
衆
行
を
行
ず
る
無
き
や
。

　
仙
人
答
え
て
曰
く
、
衆
行
を
行
ず
る
者
無
か
ら
ず
。
所
以
の
者
は
何
ぞ
。
廻
漸
證
實
の
者
は
即
ち
露
地
の
白
牛
な
り
、
故
に
白
牛
運
轉
し
て
露
地
に
住
せ

ず
。
故
に
衆
行
を
行
ず
る
人
無
か
ら
ず
。

　
言
う
所
の
露
地
の
白
牛
な
る
者
は
、
露
地
は
是
れ
所
證
の
法
、
故
に
即
ち
遮
那
是
れ
な
り
。
白
牛
は
是
れ
能
證
の
人
、
故
に
即
ち
是
れ
文
殊
是
れ
な
り
。
白

牛
運
轉
し
て
此
の
處
に
住
せ
ず
、
故
に
即
ち
普
賢
是
れ
な
り
。
普
賢
の
所
行
は
即
ち
是
れ
衆
行
な
り
。

　
二
篇
の
大
意
此
く
の
如
し
、
汝
自
ら
諦
観
せ
ば
、
同
異
自
ら
看
ん
の
み
。

　
漸
證
實
際
篇
第
三

　
時
に
該
通
仙
人
、
大
衆
の
為
め
に
説
く
、
若
し
衆
生
有
り
、
無
始
よ
り
已
来
、
性
地
を
悟
ら
ず
、
三
界
に
輪
廻
し
て
縁
に
随
っ
て
報
を
受
く
、
忽
ち
漸
教

を
聞
き
て
信
解
漸
く
發
し
、
因
の
六
位
に
寄
り
て
三
祇
劫
を
経
、
難
忍
能
忍
、
難
行
能
行
、
断
惑
成
徳
し
て
始
め
て
無
露
の
眞
智
を
得
て
法
身
を
露
現
す
、
故

に
名
づ
け
て
漸
證
實
際
と
名
づ
く
。
是
の
故
に
古
人
云
く
、
信
根
、
一
念
を
生
ず
れ
ば
、
諸
佛
盡
く
應
に
知
る
べ
し
。
因
を
此
の
日
に
修
し
て
果
を
未
来
の
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時
に
證
す
、
三
大
僧
祇
劫
、
六
度
久
し
く
安
施
し
、
無
漏
の
種
を
薫
成
し
て
、
方
め
て
不
思
議
と
号
す
、
と
。
是
れ
其
の
意
な
り
。

　
時
に
隠
士
智
通
、
仙
人
に
啓
し
て
曰
く
、
今
の
此
の
漸
證
實
際
の
人
は
、
頓
悟
實
際
の
人
と
同
異
如
何
ん
。

　
仙
人
、
隠
士
に
告
げ
て
言
く
、
漸
頓
不
同
な
り
と
雖
も
而
も
終
帰
は
一
な
る
の
み
。
所
以
の
者
は
何
ぞ
。
小
川
、
海
に
帰
し
て
全
く
同
一
味
な
り
。
漸
解

し
て
源
に
帰
る
、
豈
に
両
般
有
ら
ん
や
、
故
に
漸
頓
、
異
な
る
と
雖
も
源
に
帰
ら
ば
二
無
き
の
み
。

　
隠
士
智
通
、
仙
人
の
教
を
奉
じ
て
異
解
を
生
ぜ
ず
、
身
を
退
け
て
黙
然
た
り
。

　
時
に
遊
子
行
通
、
仙
人
に
啓
し
て
曰
く
、
前
篇
中
に
於
い
て
仙
人
の
説
を
聞
く
に
、
頓
證
實
際
、
後
に
行
人
有
り
。
此
の
篇
に
明
ら
む
る
所
の
漸
證
實
際

の
者
、
漸
證
實
際
已
後
に
行
人
有
り
や
。

　
仙
人
答
え
て
曰
く
、
行
を
行
ず
る
こ
と
無
か
ら
ず
と
雖
も
、
前
篇
に
明
ら
む
る
所
の
者
に
同
じ
か
ら
ず
。
頓
證
實
際
已
後
、
位
に
随
っ
て
行
ず
る
時
は
出

纒
入
纒
乃
至
果
後
の
三
等
普
賢
行
な
り
。
今
の
此
の
漸
證
實
際
篇
の
意
な
る
者
は
、
漸
教
方
便
に
依
り
て
三
僧
祇
を
経
て
菩
薩
行
を
修
し
、
始
め
て
無
漏
の

眞
智
を
得
、
此
の
無
漏
の
眞
智
を
以
て
法
身
を
露
現
す
、
故
に
名
づ
け
て
漸
證
實
際
と
為
す
。
漸
證
實
際
の
已
後
、
行
を
行
ず
る
こ
と
無
か
ら
ず
と
雖
も
、
而

も
全
く
等
級
に
依
位
す
る
が
故
に
是
の
故
に
前
篇
に
明
か
す
所
に
同
じ
か
ら
ず
。

は

　
遊
子
問
う
て
曰
く
、
曽
つ
て
聞
く
、
前
の
両
篇
中
に
能
證
の
人
、
所
證
の
法
、
乃
至
随
縁
行
の
人
に
各
各
名
有
る
こ
と
を
明
か
せ
り
。
此
の
篇
中
還
た
能

證
所
證
及
び
随
縁
行
の
人
の
名
有
り
や
、
請
う
、
為
め
に
指
出
せ
よ
。

　
仙
人
答
え
て
曰
く
、
能
證
所
證
及
び
随
縁
行
の
人
の
名
無
か
ら
ざ
る
な
り
、
謂
く
、
能
證
の
人
な
る
者
は
即
ち
是
れ
無
漏
の
眞
智
、
亦
た
報
身
佛
是
な
り
。

所
證
の
法
な
る
者
は
即
ち
是
れ
實
際
、
亦
た
法
身
佛
と
名
づ
く
る
是
な
り
。
行
の
人
は
即
ち
是
れ
無
漏
の
眞
智
あ
り
て
果
位
を
守
ら
ず
、
随
縁
し
て
物
を
利

す
、
名
づ
け
て
行
人
と
為
す
、
亦
た
化
身
佛
と
名
づ
く
る
是
な
り
。

　
和
尚
は
享
年
六
十
五
に
し
て
遷
化
せ
り
。
了
悟
禅
師
眞
原
の
塔
と
謚
号
す
。
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米
和
尚
、
襄
州
王
敬
初
常
侍
に
嗣
ぐ
、
西
京
に
在
り
、
未
だ
行
録
を
観
ず
、
氏
族
を
窮
む
る
莫
し
。

　
師
、
因
み
に
僧
を
し
て
仰
山
に
問
わ
し
む
、
今
時
還
た
悟
る
こ
と
を
假
る
や
。
仰
山
云
く
、
悟
る
こ
と
は
則
ち
無
か
ら
ざ
る
も
、
第
二
頭
に
落
つ
る
こ
と

を
爭
奈
何
ん
せ
ん
。
師
、
之
を
肯
え
り
。

　
老
宿
有
り
、
師
を
屈
し
て
斎
せ
し
む
。
師
来
る
に
座
位
に
排
せ
ず
。
老
宿
、
一
辺
に
在
り
て
坐
せ
り
。
師
便
ち
座
具
を
展
べ
て
老
宿
を
礼
拝
せ
り
。
老
宿

な

便
ち
起
つ
。
師
便
ち
坐
す
。
老
宿
都
べ
て
聲
を
作
さ
ず
、
乃
ち
席
を
地
上
に
展
べ
て
坐
せ
り
。
　

　
夜
間
に
到
り
て
衆
に
告
げ
て
曰
く
、
他
家
若
し
佛
法
中
に
在
り
て
用
心
せ
ば
、
三
日
に
し
て
便
ち
合
に
見
る
べ
し
。
若
し
見
ざ
れ
ば
則
ち
知
ら
ず
。

か
か

　
師
、
三
日
の
後
に
到
り
て
来
た
り
云
く
、
前
日
、
賊
に
著
れ
り
。

　
僧
、
鏡
清
に
問
う
、
米
和
尚
廻
り
し
意
如
何
ん
。
云
く
、
只
だ
錐
頭
の
利
き
を
見
る
の
み
に
し
て
、
鑿
頭
の
平
ら
か
な
る
を
見
ず
。

　
あ
る
老
宿
が
師
を
斎
座
に
招
い
た
。
師
は
や
っ
て
来
た
の
に
し
か
る
べ
き
席
に
案
内
さ
れ
な
か
っ
た
。
老
宿
が
か
た
た
へ
に
坐
し
て
い
た
。
師
は
す
っ

と
座
具
を
の
べ
て
老
宿
を
礼
拝
す
る
。
老
宿
は
つ
と
立
ち
あ
が
る
。
師
は
す
る
っ
と
老
宿
の
座
に
坐
る
。
老
宿
は
一
声
も
た
て
ず
に
地
面
に
ご
ざ
を
し
い

て
坐
っ
た
。

　
夜
に
な
っ
て
、
老
宿
は
修
行
僧
に
告
げ
て
云
っ
た
、
や
っ
こ
さ
ん
が
も
し
仏
法
中
に
用
心
し
て
い
る
の
な
ら
三
日
た
て
ば
現
れ
る
は
ず
だ
、
も
し
現
れ

な
け
れ
ば
知
っ
た
こ
と
で
は
な
い
。
　

　
師
は
三
日
た
っ
て
後
、
や
っ
て
来
て
云
っ
た
、
前
日
は
賊（
し
た
た
か
な
者
）に
し
て
や
ら
れ
た
。

　
僧
が
鏡
清
に
問
う
、
米
和
尚
が
も
ど
っ
た
の
は
ど
う
い
う
つ
も
り
で
す
か
。
鏡
清
が
云
う
、
キ
リ
の
先
の
す
る
ど
さ
を
見
て
い
る
だ
け
で
、
ノ
ミ
の
先

の
す
る
ど
さ
を
見
て
い
な
い
。

・
只
見
錐
頭
利
云
々
　

居
士
語
録
に
「
只
見
錐
頭
利
、
不
見
鑿
方
」
と
い
う
の
が
見
え
る
。
今
は
米
和
尚
を
評
し
た
も
の
。
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・
こ
の
一
段
は
、
伝
灯
録
九
、
金
州
操
禅
師
の
と
こ
ろ
に
出
て
い
る
。

　
臨
済
、
師
に
問
う
、
十
二
面
観
音
は
豈
に
是
れ
聖
な
ら
ず
や
。
師
云
く
、
是
な
り
。
作
摩
生
か
是
れ
本
来
の
面
。
臨
済
一
掴
す
。
師
云
く
、
長
老
且
ら
く

ゆ
る寛

う
寛
う
。
済
側
掌
す
。

・
作
摩
生
是
本
来
面
　
臨
済
の
語
で
あ
る
べ
き
と
こ
ろ
、
と
す
れ
ば
師
の
答
が
脱
落
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

・
側
掌
　
ど
う
い
う
動
作
か
不
明
。

な

い
ぶ
か

　
師
、
受
業
寺
に
帰
る
。
老
宿
有
り
て
問
う
、
月
中
に
井
索
を
断
ち
、
時
人
喚
ん
で

と
作
す
。
未
審
し
吾
が
師
、
喚
ん
で
甚
摩
と
か
作
す
。
師
云
く
、
若

し
佛
見
有
ら
ば
則
ち
衆
生
見
に
同
ず
。
其
の
老
宿
云
く
、
千
年
の
桃
核
。

・
月
中
断
井
索
　
わ
か
り
に
く
い
語
だ
が
、
要
す
る
に
「
縄
の
断
片
」
が
問
題
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

・
未
審
吾
師
喚
作
甚
摩
　
伝
灯
録
で
は
未
審
七
師
見
佛
喚
作
什

と
な
っ
て
い
る
。

・
千
年
挑
核
　
千
年
も
の
劫
を
経
て
カ
チ
カ
チ
に
な
っ
た
桃
の
さ
ね
。
手
の
つ
け
ら
れ
ぬ
硬
直
し
た
教
条
主
義
を
喩
え
る
。

　
寶
壽
和
尚
、
臨
済
に
嗣
ぐ
、
師
諱
は
沼
、
鎭
州
に
在
り
、
未
だ
行
録
を
観
ず
、
化
縁
の
終
始
を
決
せ
ず
。

よ

は

　
師
、
胡
釘

に
問
う
、
解
く
釘

す
と
説
く
を
見
る
、
是
な
り
や
。
對
え
て
曰
く
、
是
な
り
。
師
曰
く
、
還
た
虚
空
を
釘

し
得
る
や
。
對
え
て
曰
く
、
請

う
、
和
尚
、
打
破
し
將
ち
来
た
れ
。
師
便
ち
之
を
打
つ
。
對
え
て
曰
く
、
錯
っ
て
ム
甲
を
打
つ
こ
と
莫
れ
。
師
云
く
、
向
後
、
多
口
の
阿
師
有
り
て

が
与

に

破
せ
ん
。

こ

　
人
有
っ
て
趙
州
に
挙
似
せ
り
。
趙
州
云
く
、
只
だ
者
の
一
縫
す
ら
尚
お
奈
何
ん
と
も
せ
ず
。
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東
山
、
第
一
に
代
わ
っ
て
云
う
、
若
し
是
れ
某
甲
の
手
裏
な
ら
ば
阿
那
个
の
縫
か
閇
し
て
釘
せ
ざ
ら
ん
。

　
師
が
い
か
け
屋
の
胡
な
に
が
し
に
問
う
、
い
か
け
が
で
き
る
っ
て
ほ
ん
と
う
か
い
。
答
え
て
云
う
、
そ
う
で
す
。
師
が
云
う
、
虚
空
を
い
か
け
る
こ
と

が
で
き
る
か
。
答
え
て
云
う
、
ど
う
か
和
尚
さ
ん
、
ひ
び
入
れ
て
も
っ
て
来
て
下
さ
い
。
師
は
こ
れ
を
打
つ
。
答
え
て
云
う
、
間
違
っ
て
わ
た
し
に
ひ
び

入
れ
て
も
ら
っ
て
は
困
り
ま
す
。
師
が
云
う
、
こ
れ
か
ら
先
、
お
し
ゃ
べ
り
の
坊
さ
ん
が
お
前
の
た
め
に
種
あ
か
し
す
る
だ
ろ
う
。

　
あ
る
人
が
趙
州
に
こ
の
話
を
し
た
。
趙
州
が
云
う
、
た
っ
た
こ
の
一
つ
の
ひ
び
さ
え
ど
う
し
よ
う
も
な
い
で
い
る
。

　
東
山
が
第
一
に
代
わ
っ
て
云
う
、
も
し
わ
た
し
の
手
の
う
ち
に
あ
る
な
ら
ば
、
ど
の
ひ
び
わ
れ
が
い
か
け
ら
れ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
し
ょ
う
。
　

・
多
口
阿
師
　
巻
四
薬
山
の
伝
に
「
師
書
一
佛
字
、
問
道
吾
是
什
摩
字
。
吾
曰
、
是
佛
字
。
師
曰
、
咄
、
這
多
口
阿
師
。
千
佛
代
叉
手
退
後
立
。
又

代
薬
山
第
二
機
日
、
錯
」。

・
東
山
代
第
一
云
　
前
引
の
文
か
ら
推
す
と
、
東
山
は
胡
釘

の
第
一
機
に
代
わ
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
師
初
め
て
開
堂
せ
し
時
、
三
聖
、
一
僧
を
推
し
出
せ
り
。
師
便
ち
之
を
打
つ
。
三
聖
云
く
、
長
老
与
摩
に
人
を
識
弁
す
。
鎭
州
城
裏
の
人
の
眼
を
瞎
却
し

去
ら
ん
。

　
師
が
初
め
て
開
堂
し
た
時
、
三
聖
が
一
人
の
僧
を
師
の
面
前
に
押
し
出
し
た
。
と
、
師
は
僧
を
打
っ
た
。
三
聖
が
云
う
、
和
尚
さ
ん
、
そ
ん
な
人
の
見

分
け
方
で
は
鎭
州
城
の
人
の
眼
を
つ
ぶ
し
て
し
ま
う
こ
と
に
な
り
ま
す
ぞ
。

・
瞎
却
鎭
州
城
裏
人
眼
去
在
　
在
は
句
末
の
強
辞
。

　
灌
渓
和
尚
、
林
済
に
嗣
ぐ
、
潭
州
に
在
り
、
師
諱
は
志
閑
、
未
だ
行
録
を
覩
ざ
れ
ば
化
縁
の
始
終
を
決
せ
ず
。
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そ

も
さ
ん

　
後
道
吾
、
師
に
参
じ
て
礼
拝
せ
ず
、
便
ち
問
う
、
什
摩
生
。
師
云
く
、
無
位
。
吾
云
く
、
与
摩
な
ら
ば
則
ち
空
に
同
じ
去
る
な
り
。
師
云
く
、
咄
、
這
の

屠
兒
。
吾
云
く
、
生
の
殺
す
可
き
有
ら
ば
則
ち
倦
ま
ず
。

　
後
道
吾
が
師
に
参
じ
て
、
礼
拝
せ
ず
に
問
う
た
、
い
か
が
で
す
か
。
師
が
云
う
、
無
位
だ
。
吾
が
云
う
、
そ
う
い
う
こ
と
な
ら
虚
空
と
同
じ
こ
と
に
な

り
ま
す
ね
。
師
が
云
う
、
咄
、
豚
ご
ろ
し
め
。
吾
が
云
う
、
殺
す
べ
き
生
き
物
が
い
る
か
ぎ
り
倦
く
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

い

ず

こ

　
師
、
末
山
師
姑
の
處
に
到
る
。
師
姑
問
う
、
什
摩
處
よ
り
か
来
た
る
。
師
云
く
、
露
口
よ
り
来
た
る
。
師
姑
云
く
、
何
ぞ
盖
覆
せ
ざ
る
。
師
却
っ
て
問
う
、

如
何
な
る
か
是
れ
末
山
。
師
姑
云
く
、
頂
を
露
わ
さ
ず
。
進
ん
で
曰
く
、
如
何
な
る
か
是
れ
末
山
中
の
人
。
姑
云
く
、
男
に
非
ず
、
女
相
に
非
ず
。
進
ん
で

曰
く
、
還
た
変
ず
る
や
。
姑
云
く
、
是
れ
鬼
神
な
ら
ず
、
什
摩
に
か
変
ぜ
ん
。
師
、
之
を
肯
え
り
。

　
師
は
末
山
師
姑
の
と
こ
ろ
へ
や
っ
て
来
た
。
師
姑
が
問
う
、
ど
こ
か
ら
お
い
で
た
か
。
師
が
云
う
、
野
ざ
ら
し
の
関
所
か
ら
来
た
。
師
姑
が
云
う
、
ど

う
し
て
お
お
わ
な
い
の
で
す
か
。
今
度
は
師
が
問
う
、
ど
の
よ
う
な
の
が
末
山
で
す
か
。
師
姑
が
云
う
、
頂
を
露
わ
に
し
ま
せ
ん
。
進
ん
で
云
う
、
ど
の

よ
う
な
の
が
末
山
中
の
人
で
す
か
。
師
姑
が
云
う
、
男
で
も
な
け
れ
ば
女
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
進
ん
で
云
う
、
変
わ
り
ま
す
か
。
姑
が
云
う
、
鬼
神
で
も

な
い
の
に
何
に
変
わ
り
ま
し
ょ
う
か
。
師
は
こ
れ
を
肯
っ
た
。

・
還
変
也
無
　
竜
女
成
佛
の
故
事
を
ふ
ま
え
た
も
の
。

　
洞
山
、
夾
山
に
問
う
、
作
摩
生
。
對
え
て
云
く
、
只
だ
与
摩
。
洞
山
、
之
を
肯
え
り
。
人
有
っ
て
師
に
挙
似
せ
り
。
師
云
く
、
金
も
て
金
を
打
し
、
水
も

て
水
を
洗
う
。
雲
門
拈
じ
て
僧
に
問
う
、
作
摩
生
か
是
れ
金
も
て
金
を
打
し
、
水
も
て
水
を
洗
う
。
僧
云
く
、
餬
餅
を
喫
せ
り
。
与
摩
に
道
う
、
還
た
得
た

り
や
。
僧
云
く
、
槌
し
了
れ
り
、
閙
す
る
こ
と
莫
れ
。
雲
門
、
之
を
肯
え
り
。

　
洞
山
が
夾
山
に
問
う
、
ど
う
だ
。
答
え
て
云
う
、
た
だ
そ
の
よ
う
に
し
て
い
る
の
み
。
洞
山
は
こ
れ
を
肯
っ
た
。

　
あ
る
人
が
師
に
挙
似
し
た
。
師
が
云
う
、
金
で
金
を
作
り
、
水
で
水
を
洗
う
。
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雲
門
が
拈
じ
て
僧
に
問
う
、
ど
う
い
う
の
が
金
で
金
を
作
り
、
水
で
水
を
洗
う
こ
と
か
。
僧
が
云
う
、
餬
餅
を
食
べ
ま
し
た
。
雲
門
が
云
う
、
そ
の
よ

う
に
云
っ
て
そ
れ
で
よ
い
の
か
。
僧
が
云
う
、
白
槌
し
お
わ
っ
た
、
さ
わ
が
し
く
し
て
は
な
ら
な
い
。
雲
門
は
こ
れ
を
肯
っ
た
。

・
只
与
摩
　
原
文
に
は
摩
の
字
が
な
い
。

・
喫
餬
餅
　
碧
巌
七
十
七
則
雲
門
餬
餅
「
僧
問
雲
門
、
如
何
是
超
佛
越
祖
之
談
、
門
云
、
餬
餅
」。

　

お
か

　
問
う
、
如
何
な
る
か
是
れ
不
傷
の
句
。
師
云
く
、
満
口
に
道
い
て
觸
さ
ず
。

・
不
傷
句
　
何
を
は
ふ
せ
て
あ
る
。
言
葉
で
云
え
な
い
こ
と
を
言
葉
で
云
う
こ
と
は
傷
つ
け
る
こ
と
に
な
る
と
い
う
こ
と
が
前
提
に
な
っ
て
い
る
。

　
師
初
め
灌
渓
山
に
住
し
、
次
い
で
嶽
麓
に
化
す
。
毎
に
一
言
有
り
、
五
陰
山
中
古
佛
堂
あ
り
、

盧
、
晝
夜
、
圓
光
を
放
つ
、
と
。

　
嶽
麓
山
に
塔
せ
り
。

・
宗
鏡
録
九
八
「
五
陰
山
中
古
仏
堂
、

盧
昼
夜
放
円
光
、
箇
中
若
了
非
同
異
、
即
是
華
嚴

十
方
」。

　
興
化
和
尚
、
林
済
に
嗣
ぐ
、
魏
府
に
在
り
、
師
諱
は
存
奬
、
未
だ
行
録
を
覩
ざ
れ
ば
、
終
始
を
決
す
る
莫
し
。
廣
済
大
師
通
寂
の
塔
と

謚
す
。

い

ず

こ

　
師
、
僧
に
問
う
、
什
摩
處
よ
り
か
来
た
る
。
對
え
て
云
く
、
崔
禅
師
の
處
よ
り
来
た
れ
り
。
師
云
く
、
還
た
喝
を
將
ち
得
来
た
る
や
。
對
え
て
云
く
、
將

ち
来
た
ら
ず
。
師
云
く
、
与
摩
な
ら
ば
則
ち
崔
禅
師
の
處
よ
り
来
た
ら
ず
。
僧
便
ち
喝
す
。
師
便
ち
棒
も
て
打
す
。

　
師
が
僧
に
問
う
、
ど
こ
か
ら
来
た
か
。
答
え
て
云
う
、
崔
禅
師
の
と
こ
ろ
か
ら
来
ま
し
た
。
師
が
云
う
、
一
喝
を
も
っ
て
来
た
か
。
答
え
て
云
う
、
も
っ

て
来
て
お
り
ま
せ
ん
。
師
が
云
う
、
そ
う
い
う
こ
と
な
ら
崔
禅
師
の
と
こ
ろ
か
ら
来
た
の
で
は
な
い
。
僧
が
一
喝
す
る
。
師
は
棒
で
打
つ
。

・
崔
禅
師
　
伝
灯
録
十
二
定
州
善
崔
禅
師
。
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師
、
又
の
時
に
僧
を
喚
べ
り
。
應

せ
り
。
師
云
く
、

ず
る
と
き
は
則
ち
到
ら
ず
。
又
別
僧
を
喚
ぶ
。
僧
云
く
、
作
摩
。
師
云
く
、
到
る
と
き
は
則
ち

ぜ
ず
。

　
師
は
別
の
時
に
僧
を
呼
ん
だ
。
僧
が
は
い
と
返
事
を
す
る
。
師
が
云
う
、（
用
を
）い
い
つ
け
る
と
き
に
は
や
っ
て
こ
な
い
。
ま
た
別
の
僧
を
呼
ぶ
。
僧

が
云
う
、
ど
う
し
よ
う
と
い
う
の
で
す
。
師
が
云
う
、
や
っ
て
来
た
時
に
は（
用
を
）い
い
つ
け
て
い
な
い
。

そ

も
さ
ん

　
問
う
、
國
師
、
侍
者
を
喚
ぶ
、
意
什
摩
生
。
師
云
く
、
一
盲
、
衆
盲
を
引
く
。

い

ず

こ

　
怡
山
拈
じ
て
衆
に
問
う
、
什
摩
處
か
是
れ
國
師
盲
い
し
處
。
自
ら
代
わ
っ
て
云
く
、
他
家
は
甚
摩
を
か
欠
少
せ
る
。

　
問
う
、
国
師
が
侍
者
を
呼
ん
だ
の
は
、
ど
う
い
う
意
味
で
す
か
。
師
が
云
う
、
一
人
の
盲
者
が
多
く
の
盲
者
を
引
き
つ
れ
て
い
る
。

　
怡
山
が
拈
じ
て
修
行
僧
達
に
問
う
、
ど
こ
が
国
師
の
盲
い
た
と
こ
ろ
か
。
自
ら
代
わ
っ
て
云
う
、
か
れ
が
な
に
を
欠
い
て
い
る
と
い
う
の
か
。

・
無
門
関
第
十
七
。
國
師
三
喚
侍
者
、
侍
者
三
應
。
國
師
云
、
將
謂
吾
辜
負
汝
、
元
来
却
是
汝
辜
負
吾
。

　
同
光
帝
、
師
に
問
う
、

、
昨
来
河
南
に
一
个
の
寶
珠
を
取
得
せ
り
。
人
の
價
を
著
く
る
無
し
。
師
云
く
、
請
皇
帝
寶
珠
看
。
帝
、
両
手
を
以
て

頭
の

門
を
撥
開
す
。
師
云
く
、
皇
帝
は
是
れ
万
代
の
寶
珠
、
誰
か
敢
え
て
價
を
著
け
ん
や
。

・
請
皇
帝
寶
珠
看
　
ど
う
か
宝
珠
を
お
示
し
下
さ
い
の
意
で
あ
ろ
う
が
、
何
か
字
が
脱
落
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
。
請
出
皇
帝
寶
珠
看
の
ハ
シ
ョ
ッ
タ

云
い
方
。

　
後
魯
祖
和
尚
、
灌
渓
に
嗣
ぐ
、

州
に
在
り
。
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問
う
、
如
何
な
る
か
是
れ
雙
林
樹
。
師
云
く
、
有
相
身
中
の
無
相
身
。
進
ん
で
曰
く
、
如
何
な
る
か
是
れ
無
相
身
。
師
云
く
、
金
香
炉
下
の

崘
。

・
金
香
炉
下
鉄
崑
崙
　
黄
金
の
重
い
香
炉
の
台
座
に
造
形
さ
れ
て
い
る
崑
崙
奴（
力
強
い
黒
人
の
奴
隷
）。
も
の
を
言
う
こ
と
な
く
万
象
を
支
え
て
い
る

も
の
の
象
徴
。

　　
問
う
、
如
何
な
る
か
是
れ
高
峯
獨
宿
底
の
人
。
師
云
く
、
夜
半
に
日
頭
明
ら
か
に
、
午
時
に
三
更
を
打
す
。

　
問
う
、
格
外
の
事
如
何
ん
。
師
云
く
、
化
道
、
縁
終
り
し
後
、
虚
空
更
に
那
辺
ぞ
。

　
僧
問
う
、
無
門
に
進
向
す
る
時
如
何
ん
。
師
云
く
、
太
鈍
生
。
進
ん
で
曰
く
、
是
れ
鈍
生
な
ら
ず
し
て
直
下
に
無
門
に
進
向
す
る
時
如
何
ん
。
師
云
く
、
霊

機
は
未
だ
曽
つ
て
辺
際
を
論
ぜ
ず
、
法
に
執
す
る
は
元
来
暗
中
に
在
り
。

　
問
う
、
如
何
な
る
か
是
れ
學
人
著
力
の
處
。
云
く
、
春
来
た
り
て
草
自
ら
青
み
、
日
上
り
て
已
に
天
明
ら
か
な
り
。
進
ん
で
曰
く
、
如
何
な
る
か
是
れ
不

著
力
の
處
。
云
く
、
山
頭
、
石
崩
落
し
、
平
川
、
火
を
焼
き
て
行
く
。

・
平
川
　
川
ぞ
い
の
平
原
。

い

ず

こ

　
隠
山
和
尚
、
洞
山
行
脚
せ
し
時
、
路
に
迷
う
て
山
に
入
り
、
恰
も
師
の
處
に
到
れ
り
。
師
問
う
、
此
の
山
に
路
無
し
、
什
摩
處
よ
り
か
来
た
れ
る
。
對
え

て
云
く
、
来
處
は
則
ち
無
か
ら
ず
。
和
尚
は
什
摩
處
よ
り
か
此
の
山
に
入
れ
る
。
隠
山
云
く
、
我
は
雲
水
よ
り
来
た
ら
ず
。
和
尚
是
れ
先
に
住
す
る
か
、
此

し

の
山
是
れ
先
に
住
す
る
か
。
云
く
、
知
ら
ず
。
和
尚
、
什
摩
と
為
て
か
知
ら
ざ
る
。
云
く
、
春
秋
到
来
せ
ず
。

　
洞
山
便
ち
問
う
、
如
何
な
る
か
是
れ

中
の
主
。
云
く
、
白
雲
、
青
山
を
盖
う
。
如
何
な
る
か
是
れ
主
中
の
主
。
長
年
戸
を
出
で
ず
。

主
相
い
去
る
こ
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と
幾
何
ぞ
。
云
く
、
長
江
水
上
の
波
。

主
相
見
す
、
何
の
言
説
か
有
る
。
云
く
、
清
風
、
白
月
を
拂
う
。
又
た
偈
あ
り
て
曰
く
、
青
山
は
白
雲
の
父
、
白

雲
は
青
山
の
兒
、
白
雲
終
日
依
る
も
、
青
山
は
都
て
知
ら
ず
。
此
中
の
意
を
知
ら
ん
と
欲
す
れ
ば
、
寸
歩
も
相
い
離
れ
ず
。

　
洞
山
、
此
れ
に
因
り
て
頌
し
て
曰
く
、
道
に
心
の
人
に
合
す
る
無
く
、
人
に
心
の
道
に
合
す
る
無
し
。
此
中
の
意
を
知
ら
ん
と
欲
す
れ
ば
、
一
は
老
い
て

一
は
老
い
ず
。

　
此
れ
に
因
り
て
龍
牙
大
師
、
頌
を
造
り
て
曰
く
、
心
空
は
道
空
の
安
き
に
及
ば
ざ
る
も
、
道
と
心
と
の
空
は
状
一
般
な
り
。
参
玄
は
是
れ
道
空
の
士
な
ら

ず
ん
ば
、
一
た
び
乍
ち
相
い
逢
う
も
看
る
こ
と
易
か
ら
ず
。

か

　
此
れ
に
因
り
て
曹
山
大
師
、
頌
を
作
り
て
曰
く
、
今
年
田
熟
せ
ざ
れ
ば
、
来
年
種
う
る
に
期
有
り
。
他
の
年
少
の
父
を
愛
せ
ん
に
は
、
須
ら
く
白
頭
の
兒

を
得
べ
し
。

　
隠
山
和
尚
、
洞
山
が
行
脚
し
て
い
た
と
き
路
に
迷
っ
て
山
に
入
り
、
あ
た
か
も
師
の
所
へ
や
っ
て
来
た
。
師
が
問
う
、
こ
の
山
に
は
路
が
な
い
が
、
ど

こ
か
ら
お
い
で
た
か
。
答
え
て
云
う
、
来
処
が
な
い
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
和
尚
さ
ん
は
ど
こ
か
ら
こ
の
山
に
入
ら
れ
た
の
で
す
か
。
隠
山
が
云
う
、

わ
し
は
雲
や
水
に
従
っ
て
来
た
の
で
は
な
い
。
和
尚
さ
ん
が
先
に
住
ん
で
い
ら
れ
る
の
で
す
か
、
こ
の
山
が
先
に
あ
る
の
で
す
か
。
云
う
、
知
ら
ん
。
和

尚
さ
ん
ど
う
し
て
知
ら
な
い
の
で
す
か
。
云
う
、
こ
こ
に
は
季
節
が
な
い
か
ら
だ
。

　
そ
こ
で
洞
山
が
問
う
、
ど
の
よ
う
な
の
が

中
の
主
で
す
か
。
云
う
、
白
雲
が
青
山
を
盖
う
。
ど
の
よ
う
な
の
が
主
中
の
主
で
す
か
。
云
う
、
長
年
、

門
戸
を
出
な
い
。

と
主
と
は
ど
れ
く
ら
い
離
れ
て
い
ま
す
か
。
云
う
、
長
江
に
水
上
の
波
が
あ
る
。

と
主
と
相
い
ま
み
え
て
ど
う
い
う
こ
と
を
は
な

す
の
で
す
か
。
云
う
、
清
風
が
白
月
を
は
ら
う
。

　
ま
た
偈
を
作
っ
て
云
う
、
青
山
は
白
雲
の
父
、
白
雲
は
青
山
の
兒
。
白
雲
が
終
日
よ
り
か
か
っ
て
い
て
も
、
青
山
は
ま
っ
た
く
知
ら
な
い
。
こ
こ
の
と

こ
ろ
が
知
り
た
い
と
な
ら
、
寸
歩
も
離
れ
て
は
い
な
い
と
い
う
こ
と
だ
。

　
洞
山
は
こ
れ
に
ち
な
ん
で
頌
を
作
っ
て
云
う
、
道
に
は
人
に
合
し
よ
う
と
す
る
心
は
な
く
、
人
に
も
道
に
合
し
よ
う
と
す
る
心
は
な
い
。
こ
こ
の
と
こ

ろ
が
知
り
た
い
と
な
ら
、
一
人
は
老
い
一
人
は
老
い
ず
と
い
う
こ
と
だ
。
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こ
れ
に
ち
な
ん
で
龍
牙
大
師
が
頌
を
作
っ
て
云
う
、
心
空
は
道
空
の
安
穏
な
の
に
お
よ
ば
な
い
、
道
空
も
心
空
も
同
じ
よ
う
な
も
の
な
の
だ
け
ど
。
そ

も
そ
も
参
玄
と
い
う
も
の
は
道
空
の
士
で
な
く
て
は
、
パ
ッ
ト
出
会
っ
て
も
見
て
と
る
こ
と
は
容
易
で
な
い
。こ
れ
に
ち
な
ん
で
曹
山
大
師
が
頌
を
作
っ

て
云
う
、
今
年
、
田
が
み
の
ら
な
け
れ
ば
、
来
年
と
い
う
種
ま
き
ど
き
が
あ
る
。
年
少
の
父
を
愛
す
る
に
は
、
白
頭
の
児
を
生
ま
ね
ば
な
ら
な
い
。

・
如
何
是

中
主
　
巻
十
二
荷
玉
「
問
、
如
何
是
客
中
主
。
師
云
、
識
取
好
。
如
何
是
主
中
主
。
師
良
久
。
僧
曰
、
客
中
主
与
主
中
主
相
去
多
少
。
師

云
、
作
摩
」。

・
道
無
心
合
人
云
々
　
巻
十
鏡
清
「
問
、
古
人
有
言
人
無
心
合
道
、
如
何
是
人
無
心
合
道
。
師
云
、
何
不
問
道
無
心
合
人
。
如
何
是
道
無
心
合
人
。
師

云
、
白
雲
乍
可
来
青
嶂
、
明
月
那
堪
下
碧
天
」。

・
一
老
一
不
老
　
法
華
経
十
五
従
地
涌
出
品
に
出
る
譬
喩
に
も
と
づ
く
。「
老
」
と
は
久
遠
の
仏
道
修
行
を
続
け
て
い
る
人
た
ち（
仏
子
）、「
不
老
」
と

は
時
空
を
超
え
て
若
々
し
い
仏
の
こ
と
。
仏
法
が
時
と
所
を
超
え
て
永
遠
に
脈
々
と
生
き
つ
づ
け
る
こ
と
を
い
う
。
巻
七
夾
山
の
章
に
こ
れ
に
関

連
し
た
問
答
が
あ
る
。

そ

　
興
平
和
尚
、
洞
山
礼
拝
す
。
師
云
く
、
老

を
礼
す
る
莫
れ
。
洞
云
く
、
老

に
非
ざ
る
者
を
礼
す
。
師
云
く
、
他
は
礼
を
受
け
ず
。
洞
山
云
く
、
亦
た

未
だ
曽
つ
て
止
め
ず
。
　

　
興
平
和
尚
、
洞
山
が
礼
拝
す
る
。
師
が
云
う
、
老
朽
に
礼
拝
し
な
さ
ん
な
。
洞
山
が
云
う
、
老
朽
で
な
い
も
の
に
礼
拝
し
て
い
る
の
で
す
。
師
が
云
う
、

そ
れ
は
礼
拝
を
受
け
ん
よ
。
洞
山
が
云
う
、
止
め
た
こ
と
も
な
い
で
す
よ
。

ゆ

　
洞
又
た
師
を
辞
す
。
云
く
、
何
れ
の
處
に
か
去
く
。
云
く
、
流
に
沿
い
て
止
ま
る
所
無
し
。
師
云
く
、
法
身
、
流
に
沿
う
や
、
報
身
、
流
に
沿
う
や
。
云

な

く
、
惣
に
是
く
の
如
き
の
見
解
を
作
さ
ず
。
師
、
掌
を
拍
っ
て
之
を
訝
る
。

　
保
福
云
く
、
幾
个
を
覓
め
得
ず
。
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い
え
ど

　
又
た
問
う
、
如
何
な
る
か
是
れ
古
佛
心
。
師
云
く
、
即
ち
汝
が
心
是
な
り
。
此
く
の
如
し
と
雖
然
も
、
猶
お
未
だ
是
れ
ム
甲
が
問
處
な
ら
ず
。
師
云
く
、
若

し
与
摩
な
ら
ば
木
人
に
問
取
し
去
れ
。

　
ま
た
問
う
、
ど
う
い
う
の
が
古
佛
の
心
で
す
か
。
師
が
云
う
、
ほ
か
な
ら
ぬ
お
前
の
心
が
そ
う
だ
。
そ
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
わ
た
し
が
問
う
た
と
こ

ろ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
師
が
云
う
、
そ
ん
な
ら
木
人
に
問
い
に
行
け
。

　
ム
甲
に
一
句
有
り
、
諸
聖
の
口
を
借
り
ず
。
師
云
く
、
汝
試
み
に
道
い
看
よ
。
洞
山
云
く
、
是
れ
ム
甲
な
ら
ず
、
人
有
っ
て
問
う
な
り
。

　
米
嶺
和
尚
、
問
う
、
如
何
な
る
か
是
れ
納
衣
下
の
事
。
師
云
く
、
醜
陋
は
君
の
嫌
う
に
任
せ
、
雲
霞
の
色
を
掛
け
ず
。

　
祖
堂
集
巻
第
二
十


